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上田茂政

中岡敏博

福島知雄 小林くみ子

岩下和高甲斐榮治 佐藤竜巳 布田　悟

坂本秀則

佐々木理美子 大久保輝

藤本昭文 吉村恭輔 鬼塚　洋

西本友春 矢野厚子
住んでよかったと
思える町づくりを
皆さまと

「住みやすい町・
菊陽」を目指して
発言を続けます

皆様が安心して暮
せる町を目指しま
す

安心して暮らせる
まちづくりに取組
みます

菊陽町民のため、
最大限の発展を目
指します

高 齢 者 福 祉 の 充
実・子育て世代の
負担軽減

町民への情報発信
と議会の認知度の
向上！

先人からの伝統を
守り最前線のまち
づくり!!

近未来への菊陽町
総合計画策定に全
力傾注!!

人と人が共に助け
合い支えあえる町
づくり

発展の中核地の議
員として責任を果
たします

町民の暮らしに寄
り添い魅力的な町
作りを

辰年男の72歳です
が不惑の道は続き
ます

皆様のため、安全
安心のまちづくり
に前進

新しくなる菊陽町
でしっかりとした
仕事をする

町民の声に傾け開
かれた町政を目指
します

町民の利益に繋が
る政策を提言して
まいります

くらし・子育て応
援誰もが大切にさ
れる町を

廣瀨英二

馬場　世

今年の抱負2024年
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内
容

Ｑ

Ｑ

ＱＱ ＡＡ

ＡＱ ＡＡ

令和５年第４回菊陽町議会定例会　12月５日～15日

◇承認第８号　専決処分の承認を求めること（令和５年度菊陽町一般会計補正予算（第５号））
◇報告第18号　専決処分の報告（物損事故による損害賠償の額の決定及び和解）
◇議案第58号　菊陽町職員の定数条例の一部を改正する条例の制定
◇議案第59号　菊陽町企業版ふるさと納税基金条例の制定
◇議案第60号　菊陽町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
　　　　　　　例の制定
◇議案第61号　令和５年度菊陽町一般会計補正予算（第６号） 
◇議案第62号　令和５年度菊陽町介護保険特別会計補正予算（第２号）
◇議案第63号　令和５年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第２号）
◇発議第10号　認知症との共生社会の実現を求める意見書（案）
◇発議第11号　パンデミック条約締結及び国際保健規則改正に係る情報開示を求める意見書（案）

付議事件

◇報告第19号　専決処分の報告（道路管理の瑕疵による損害賠償の額の決定及び和解） 
◇議案第64号　菊陽町手数料条例の一部を改正する条例の制定 
◇議案第65号　菊陽町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
◇議案第66号　半導体関連産業の集積に伴う特定公共下水道の設置に関する協議
◇議案第67号　公の施設の他の団体の利用に関する協議    

付議事件（追加）

報
告
第
18
号
専
決
処
分
の
報

告
（
物
損
事
故
に
よ
る
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和

解
）

　
　
事
故
を
起
こ
し
て
も
、

保
険
か
ら
賠
償
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
安
易
な
気
持
ち
で
運

転
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
町
長
は
公
用
車
運
転
に

対
し
て
、
厳
し
く
指
導
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
菊
陽
町
全
職
員
を
挙
げ

て
も
う
一
度
注
意
喚
起
を
行

う
。

議
案
第
61
号

令
和
５
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　
な
ぜ
こ
の
時
期
に
総
合

交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
「
さ
ん
ふ

れ
あ
」
の
利
活
用
と
い
う
も

の
が
出
て
き
た
の
か
。

　
　
総
合
体
育
館
に
ジ
ム
と

ス
タ
ジ
オ
の
機
能
が
あ
り
、

総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ジ

ム
と
類
似
す
る
機
能
で
あ

る
。
一
定
期
間
は
平
行
し
た

運
営
を
行
い
、
状
況
を
見
て

集
約
の
判
断
を
行
い
た
い
。

　
　
業
務
委
託
は
入
札
で
行

う
の
か
、
そ
れ
と
も
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
検
討

し
て
い
る
。

　
　
利
活
用
の
検
討
で
は
、

人
事
配
置
も
含
め
て
変
わ
る

可
能
性
が
あ
る
の
か
、
こ
の

計
画
は
「
さ
ん
ふ
れ
あ
」
と

共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　「
さ
ん
ふ
れ
あ
」
と
も

十
分
話
し
合
い
、
共
有
し
て

い
る
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
基
本
設

計
業
務
委
託
料
５
，
０
０
０

万
円
の
内
訳
は
。

　
　
役
場
西
側
の
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
移
設
及
び
町
民
が

楽
し
め
る
総
合
運
動
公
園
の

整
備
を
考
え
て
い
る
。
そ
の

骨
格
と
な
る
施
設
の
配
置
計

画
、
形
状
、
植
栽
等
に
つ
い

て
概
略
の
設
計
を
行
う
。

発
議
第
11
号

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
締

結
及
び
国
際
保
健
規
則

改
正
に
係
る
情
報
開
示

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）

　
　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条

約
は
、
ま
だ
確
定
し
た

正
文
が
な
い
段
階
に
も

関
わ
ら
ず
、
国
民
に
ど

う
い
う
ふ
う
に
知
ら
せ

る
の
か
。

　
　
確
定
し
た
も
の
は

な
い
状
態
だ
が
、
現
在

ど
う
い
っ
た
交
渉
が
行

わ
れ
て
い
る
か
、
現
在

ど
う
い
っ
た
案
が
あ
る

の
か
に
つ
い
て
、
今
の

時
点
で
周
知
し
て
も
ら

い
た
い
。
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一般質問町の考えを問う町の考えを問う

ひろ　せ　  えい   じ

にし もと　 とも はる おに つか　        よう

ふ　 た　        さとる

さ  さ  き  り  み  こ

ば　 ば　  こう せい

ふじ もと 　あき ふみ

うえ　 だ　  しげ まさ

廣瀨 英二

や    の     あつ  こ

矢野 厚子

西本 友春

吉村 恭輔

甲斐 榮治

上田 茂政 布田 　悟

藤本 昭文

こばやし　　　   こ

小林くみ子

鬼塚 　洋

佐々木理美子

…P６

…P７

…P８

…P９

…P10

…P11

…P12

…P13

…P14

…P15

…P16

…P17

馬場 　世
よし むら　きょうすけ

か　 い　  えい  じ

一般質問は会議録に基づき、質問者本人が編集
し、議会広報特別委員会で校正し、掲載してい
ます。

給食費・副食費の無償化を早期に開始
すべき 総合運動公園の整備計画はあるのか

国民保護法に基づく当町の取り組みは

本町独自で防犯カメラを直接設置すべ
き

菊陽町の灌水の計画はどのように考え
ているのか

給食無償化について、今後どう進めて
いくのか

電気柵の導入による防獣対策について
問う

令和６年度の中代団地の改修計画は

JASM前の県道大津植木線の多車線化
完成目途は

がん治療で外形的変化を受けた人のサ
ポートは

第７期総合計画の主なコンセプトは何
か

町は防災機関・団体の、連携の要とな
るべきでは

■議員の賛否を公開します

議案番号等
結  

果
表決数 鬼

　
塚

吉

　
村

藤

　
本

馬

　
場

廣

　
瀨

矢

　
野

大
久
保

西

　
本

佐
々
木

中

　
岡

布

　
田

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

上

　
田

小

　
林

坂

　
本賛成 反対

発議第11号 否決 6 -11 〇 ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● 〇 〇 ● 〇 ● ● 〇

○は賛成　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査　※報告は採決がないため削除
※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。
※賛否の分かれた議案のみを掲載しています。（それ以外は原案のとおり可決）

内
容

内
容

内
容

内
容

内
容

ＱＡ

令和５年第３回菊陽町議会臨時会　10月30日

報
告
第
15
号
専
決
処
分
の
報

告
（
工
事
請
負
契
約
の
変
更

（
菊
陽
杉
並
木
公
園
拡
張
整

備
外
周
園
路
整
備
工
事
））

　
　
　
工
事
内
容
の
一
部
を

変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
た

め
、
工
事
請
負
契
約
を
変
更
。

１
５
１
万
８
，
９
９
１
円
の

増
額

報
告
第
16
号
専
決
処
分
の
報

告
（
物
損
事
故
に
よ
る
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和

解
）

　
　
　
公
用
車
の
物
損
事
故

に
お
い
て
、
示
談
交
渉
和
解

成
立

損
害
賠
償
額
１
万
９
，
８
０

０
円

報
告
第
17
号
専
決
処
分
の
報

告
（
物
損
事
故
に
よ
る
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和

解
）

　
　
　
公
用
車
の
物
損
事
故

に
お
い
て
、
示
談
交
渉
和
解

成
立

損
害
賠
償
額
19
万
円

議
案
第
56
号
工
事
請
負
契
約

の
締
結
（
菊
陽
空
港
線
堀
川

函
渠
構
造
物
基
礎
工
事
）

　
　
　
菊
陽
空
港
線
の
整
備

計
画
に
伴
い
、
道
路
が
堀
川

を
横
断
す
る
と
こ
ろ
に
函
渠

構
造
物
を
設
置
す
る
た
め
の

基
礎
工
事

工
事
費
、
条
件
付
一
般
競
争
入

札
、
２
億
１
，
０
６
５
万
円

議
案
第
57
号
工
事
請
負
契
約

の
締
結
（
菊
陽
町
図
書
館

ホ
ー
ル
音
響
設
備
更
新
工

事
）

　
　
　
菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー

ル
音
響
設
備
の
老
朽
化
に
よ

り
一
部
故
障
が
生
じ
て
い
る

た
め
の
更
新
工
事

工
事
費
、
指
名
競
争
入
札
、

６
，
５
９
７
万
円

議
案
56
〜
57
号
は
原
案
の
と

お
り
可
決

報
告
第
18
号
専
決
処
分
の
報

告
（
物
損
事
故
に
よ
る
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和

解
）

　
　
事
故
を
起
こ
し
て
も
、

保
険
か
ら
賠
償
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
安
易
な
気
持
ち
で
運

転
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
町
長
は
公
用
車
運
転
に

対
し
て
、
厳
し
く
指
導
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
菊
陽
町
全
職
員
を
挙
げ

て
も
う
一
度
注
意
喚
起
を
行

う
。

議
案
第
61
号

令
和
５
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　
な
ぜ
こ
の
時
期
に
総
合

交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
「
さ
ん
ふ

れ
あ
」
の
利
活
用
と
い
う
も

の
が
出
て
き
た
の
か
。

　
　
総
合
体
育
館
に
ジ
ム
と

ス
タ
ジ
オ
の
機
能
が
あ
り
、

総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ジ

ム
と
類
似
す
る
機
能
で
あ

る
。
一
定
期
間
は
平
行
し
た

運
営
を
行
い
、
状
況
を
見
て

集
約
の
判
断
を
行
い
た
い
。

　
　
業
務
委
託
は
入
札
で
行

う
の
か
、
そ
れ
と
も
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
検
討

し
て
い
る
。

　
　
利
活
用
の
検
討
で
は
、

人
事
配
置
も
含
め
て
変
わ
る

可
能
性
が
あ
る
の
か
、
こ
の

計
画
は
「
さ
ん
ふ
れ
あ
」
と

共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　「
さ
ん
ふ
れ
あ
」
と
も

十
分
話
し
合
い
、
共
有
し
て

い
る
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
基
本
設

計
業
務
委
託
料
５
，
０
０
０

万
円
の
内
訳
は
。

　
　
役
場
西
側
の
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
移
設
及
び
町
民
が

楽
し
め
る
総
合
運
動
公
園
の

整
備
を
考
え
て
い
る
。
そ
の

骨
格
と
な
る
施
設
の
配
置
計

画
、
形
状
、
植
栽
等
に
つ
い

て
概
略
の
設
計
を
行
う
。

発
議
第
11
号

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
締

結
及
び
国
際
保
健
規
則

改
正
に
係
る
情
報
開
示

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）

　
　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条

約
は
、
ま
だ
確
定
し
た

正
文
が
な
い
段
階
に
も

関
わ
ら
ず
、
国
民
に
ど

う
い
う
ふ
う
に
知
ら
せ

る
の
か
。

　
　
確
定
し
た
も
の
は

な
い
状
態
だ
が
、
現
在

ど
う
い
っ
た
交
渉
が
行

わ
れ
て
い
る
か
、
現
在

ど
う
い
っ
た
案
が
あ
る

の
か
に
つ
い
て
、
今
の

時
点
で
周
知
し
て
も
ら

い
た
い
。

◇報告第15号　専決処分の報告（工事請負契約の変更（菊陽杉並木公園拡張整備外周園路整備工事））
◇報告第16号　専決処分の報告（物損事故による損害賠償の額の決定及び和解）
◇報告第17号　専決処分の報告（物損事故による損害賠償の額の決定及び和解）
◇議案第56号　工事請負契約の締結（菊陽空港線堀川函渠構造物基礎工事）
◇議案第57号　工事請負契約の締結（菊陽町図書館ホール音響設備更新工事）

かんきょ

函渠とはコンクリート
製の箱で、地下に埋設
され水路などの役割を
果たす。

函渠構造物
［ボックスカルバート］
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一般質問町の考えを問う町の考えを問う

ひろ　せ　  えい   じ

にし もと　 とも はる おに つか　        よう

ふ　 た　        さとる

さ  さ  き  り  み  こ

ば　 ば　  こう せい

ふじ もと 　あき ふみ

うえ　 だ　  しげ まさ

廣瀨 英二

や    の     あつ  こ

矢野 厚子

西本 友春

吉村 恭輔

甲斐 榮治

上田 茂政 布田 　悟

藤本 昭文

こばやし　　　   こ

小林くみ子

鬼塚 　洋

佐々木理美子

…P６

…P７

…P８

…P９

…P10

…P11

…P12

…P13

…P14

…P15

…P16

…P17

馬場 　世
よし むら　きょうすけ

か　 い　  えい  じ

一般質問は会議録に基づき、質問者本人が編集
し、議会広報特別委員会で校正し、掲載してい
ます。

給食費・副食費の無償化を早期に開始
すべき 総合運動公園の整備計画はあるのか

国民保護法に基づく当町の取り組みは

本町独自で防犯カメラを直接設置すべ
き

菊陽町の灌水の計画はどのように考え
ているのか

給食無償化について、今後どう進めて
いくのか

電気柵の導入による防獣対策について
問う

令和６年度の中代団地の改修計画は

JASM前の県道大津植木線の多車線化
完成目途は

がん治療で外形的変化を受けた人のサ
ポートは

第７期総合計画の主なコンセプトは何
か

町は防災機関・団体の、連携の要とな
るべきでは

■議員の賛否を公開します

議案番号等
結  

果
表決数 鬼

　
塚

吉

　
村

藤

　
本

馬

　
場

廣

　
瀨

矢

　
野

大
久
保

西

　
本

佐
々
木

中

　
岡

布

　
田

佐

　
藤

甲

　
斐

岩

　
下

上

　
田

小

　
林

坂

　
本賛成 反対

発議第11号 否決 6 -11 〇 ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● 〇 〇 ● 〇 ● ● 〇

○は賛成　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査　※報告は採決がないため削除
※議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。
※賛否の分かれた議案のみを掲載しています。（それ以外は原案のとおり可決）

内
容

内
容

内
容

内
容

内
容

ＱＡ

令和５年第３回菊陽町議会臨時会　10月30日

報
告
第
15
号
専
決
処
分
の
報

告
（
工
事
請
負
契
約
の
変
更

（
菊
陽
杉
並
木
公
園
拡
張
整

備
外
周
園
路
整
備
工
事
））

　
　
　
工
事
内
容
の
一
部
を

変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た
た

め
、
工
事
請
負
契
約
を
変
更
。

１
５
１
万
８
，
９
９
１
円
の

増
額

報
告
第
16
号
専
決
処
分
の
報

告
（
物
損
事
故
に
よ
る
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和

解
）

　
　
　
公
用
車
の
物
損
事
故

に
お
い
て
、
示
談
交
渉
和
解

成
立

損
害
賠
償
額
１
万
９
，
８
０

０
円

報
告
第
17
号
専
決
処
分
の
報

告
（
物
損
事
故
に
よ
る
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和

解
）

　
　
　
公
用
車
の
物
損
事
故

に
お
い
て
、
示
談
交
渉
和
解

成
立

損
害
賠
償
額
19
万
円

議
案
第
56
号
工
事
請
負
契
約

の
締
結
（
菊
陽
空
港
線
堀
川

函
渠
構
造
物
基
礎
工
事
）

　
　
　
菊
陽
空
港
線
の
整
備

計
画
に
伴
い
、
道
路
が
堀
川

を
横
断
す
る
と
こ
ろ
に
函
渠

構
造
物
を
設
置
す
る
た
め
の

基
礎
工
事

工
事
費
、
条
件
付
一
般
競
争
入

札
、
２
億
１
，
０
６
５
万
円

議
案
第
57
号
工
事
請
負
契
約

の
締
結
（
菊
陽
町
図
書
館

ホ
ー
ル
音
響
設
備
更
新
工

事
）

　
　
　
菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー

ル
音
響
設
備
の
老
朽
化
に
よ

り
一
部
故
障
が
生
じ
て
い
る

た
め
の
更
新
工
事

工
事
費
、
指
名
競
争
入
札
、

６
，
５
９
７
万
円

議
案
56
〜
57
号
は
原
案
の
と

お
り
可
決

報
告
第
18
号
専
決
処
分
の
報

告
（
物
損
事
故
に
よ
る
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和

解
）

　
　
事
故
を
起
こ
し
て
も
、

保
険
か
ら
賠
償
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
安
易
な
気
持
ち
で
運

転
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
町
長
は
公
用
車
運
転
に

対
し
て
、
厳
し
く
指
導
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
菊
陽
町
全
職
員
を
挙
げ

て
も
う
一
度
注
意
喚
起
を
行

う
。

議
案
第
61
号

令
和
５
年
度
菊
陽
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　
　
な
ぜ
こ
の
時
期
に
総
合

交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
「
さ
ん
ふ

れ
あ
」
の
利
活
用
と
い
う
も

の
が
出
て
き
た
の
か
。

　
　
総
合
体
育
館
に
ジ
ム
と

ス
タ
ジ
オ
の
機
能
が
あ
り
、

総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ジ

ム
と
類
似
す
る
機
能
で
あ

る
。
一
定
期
間
は
平
行
し
た

運
営
を
行
い
、
状
況
を
見
て

集
約
の
判
断
を
行
い
た
い
。

　
　
業
務
委
託
は
入
札
で
行

う
の
か
、
そ
れ
と
も
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
検
討

し
て
い
る
。

　
　
利
活
用
の
検
討
で
は
、

人
事
配
置
も
含
め
て
変
わ
る

可
能
性
が
あ
る
の
か
、
こ
の

計
画
は
「
さ
ん
ふ
れ
あ
」
と

共
有
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　「
さ
ん
ふ
れ
あ
」
と
も

十
分
話
し
合
い
、
共
有
し
て

い
る
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
基
本
設

計
業
務
委
託
料
５
，
０
０
０

万
円
の
内
訳
は
。

　
　
役
場
西
側
の
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
移
設
及
び
町
民
が

楽
し
め
る
総
合
運
動
公
園
の

整
備
を
考
え
て
い
る
。
そ
の

骨
格
と
な
る
施
設
の
配
置
計

画
、
形
状
、
植
栽
等
に
つ
い

て
概
略
の
設
計
を
行
う
。

発
議
第
11
号

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条
約
締

結
及
び
国
際
保
健
規
則

改
正
に
係
る
情
報
開
示

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）

　
　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
条

約
は
、
ま
だ
確
定
し
た

正
文
が
な
い
段
階
に
も

関
わ
ら
ず
、
国
民
に
ど

う
い
う
ふ
う
に
知
ら
せ

る
の
か
。

　
　
確
定
し
た
も
の
は

な
い
状
態
だ
が
、
現
在

ど
う
い
っ
た
交
渉
が
行

わ
れ
て
い
る
か
、
現
在

ど
う
い
っ
た
案
が
あ
る

の
か
に
つ
い
て
、
今
の

時
点
で
周
知
し
て
も
ら

い
た
い
。

◇報告第15号　専決処分の報告（工事請負契約の変更（菊陽杉並木公園拡張整備外周園路整備工事））
◇報告第16号　専決処分の報告（物損事故による損害賠償の額の決定及び和解）
◇報告第17号　専決処分の報告（物損事故による損害賠償の額の決定及び和解）
◇議案第56号　工事請負契約の締結（菊陽空港線堀川函渠構造物基礎工事）
◇議案第57号　工事請負契約の締結（菊陽町図書館ホール音響設備更新工事）

かんきょ

函渠とはコンクリート
製の箱で、地下に埋設
され水路などの役割を
果たす。

函渠構造物
［ボックスカルバート］
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吉村 恭輔 議員

給食費・副食費の無償化を早期に開始すべき
令和７年度より給食費・副食費の無償化をスタートする

Q

A

Q

QQ A

Q

Q

Q A

AQA

A

A

A 　
　
昨
今
の
物
価
高
騰
は
家
計
を
圧

迫
し
て
い
る
。
町
長
の
提
言
の
中
に

「
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
給
食

費
・
副
食
費
の
無
償
化
」
と
書
か
れ

て
い
た
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
給
食

費
・
副
食
費
を
賄
う
に
は
、
ま
だ
ま

だ
時
間
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
。

子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
も
、
し
っ
か
り
と
予
算
化
し
早

期
に
給
食
費
・
副
食
費
の
無
償
化
を

開
始
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
給
食
費
・
副
食
費
は
、
今
年
度

よ
り
月
額
千
円
の
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
と
は
別
に
食
材
高
騰
対
策

と
し
て
、
国
・
県
の
交
付
金
を
活
用

し
て
小
学
校
１
人
当
た
り
４
８
０

円
・
中
学
校
１
人
当
た
り
月
額
５
１

０
円
・
副
食
費
は
１
人
当
た
り
月
額

２
０
０
円
の
補
助
を
行
い
給
食
費
を

値
上
げ
す
る
こ
と
な
く
徴
収
額
を

保
っ
て
い
る
。
給
食
費
・
副
食
費
を

無
償
化
し
た
場
合
、
約
３
億
円
の
財

源
の
確
保
が
必
要
で
現
段
階
で
は
財

源
を
全
額
確
保
す
る
の
は
困
難
な
状

況
で
あ
る
。

　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、
で
き

る
限
り
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
で
き

る
よ
う
、
今
年
度
よ
り
手
厚
い
支
援

を
考
え
て
い
る
。

　
給
食
費
・
副
食
費
の
無
償
化
は
税

収
が
大
き
く
見
込
め
る
令
和
７
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
設
置
や
誘

致
は
で
き
な
い
か
。

　
　
町
で
設
置
す
る
事
は
で
き
な
い
。

　
　
菊
陽
町
内
の
小
・
中
学
校
に
お

い
て
１
０
０
名
の
不
登
校
ま
た
は
不

登
校
と
思
わ
れ
る
生
徒
・
児
童
が
い

る
と
の
事
だ
が
、
不
登
校
の
生
徒
・

児
童
に
対
し
学
習
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
等
が
で
き
る
場
所
を
提
供
す
る
た

め
に
も
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
設
置

や
誘
致
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
学
校
の
設
置
は
学
校
教
育
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
は
文
部
科
学
省
が
定
め
る
学
校
機

関
で
は
な
い
た
め
、
町
が
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
を
設
置
す
る
事
は
で
き
な
い
。

　
　
公
民
館
の
建
設
を
希
望
し
て
い

る
新
町
西
区
で
の
進
捗
状
況
や
問
題

点
は
。

　
　
新
町
西
区
で
は
用
地
確
保
が
難

航
し
て
い
る
。

　
　
行
政
区
で
新
町
西
区
が
建
設
希

望
、
光
の
森
２
町
内
自
治
会
が
自
治

会
内
で
検
討
中
と
の
事
で
あ
る
が
、

建
設
を
希
望
し
て
い
る
新
町
西
区
に

お
い
て
の
進
捗
状
況
や
問
題
点
は
何

か
。

　
　
新
町
西
区
に
お
い
て
は
、
戸
建

て
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど
の

需
要
が
高
き
地
域
で
あ
り
、
空
い
て

い
る
土
地
が
少
な
い
等
の
問
題
に
よ

り
用
地
取
得
の
見
込
み
が
立
た
な
い
。

町
と
し
て
も
建
設
用
地
の
貸
付
制
度

の
案
内
や
、
候
補
地
の
地
権
者
と
の

交
渉
に
同
席
す
る
等
、
協
力
を
し
て

い
る
。
引
き
続
き
公
民
館
建
設
に
向

け
て
可
能
な
限
り
支
援
を
し
て
い
く
。

　
　
将
来
的
に
消
防
団
を
維
持
す
る

た
め
に
も
分
団
の
再
編
等
の
考
え
は
。

　
　
今
の
と
こ
ろ
再
編
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　
地
域
に
よ
っ
て
消
防
団
の
な
り

て
が
少
な
い
と
い
う
話
や
、
職
業
の

多
様
化
に
よ
り
火
事
等
の
災
害
時
に

集
ま
る
団
員
が
少
な
い
と
い
う
話
を

聞
い
て
い
る
。
将
来
的
に
も
消
防
団

を
維
持
す
る
た
め
に
も
分
団
の
再
編

等
も
含
め
て
検
討
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
現
在
、
団
員
の
少
な
い
班
で
は

操
法
大
会
に
２
班
合
同
で
出
場
す
る

な
ど
消
防
団
活
動
で
連
携
、
協
力
し

た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
お
り
、
今

の
と
こ
ろ
分
団
・
班
の
再
編
成
は
考

え
て
い
な
い
が
今
後
、
団
員
不
足
に

よ
り
消
防
団
活
動
に
支
障
が
生
じ
る

に
な
れ
ば
、
分
団
や
班
の
再
編
成
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

QRコードで録画放送を視聴できます。
上田 茂政 議員

電気柵の導入による防獣対策について問う
有害鳥獣の被害防止対策の有効な手段の一つであると考える

Q

A

Q

QQ AA

Q

A Q

A

AQA 　
　
有
害
鳥
獣
被
害
の
現
状
は
。

　
　
平
成
27
年
12
月
か
ら
熊
本
県
猟

友
会
大
津
支
部
へ
有
害
鳥
獣
駆
除
業

務
を
委
託
し
、
鳥
獣
害
の
駆
除
事
業

を
開
始
、
駆
除
実
績
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
令
和
４
年
度
イ
ノ
シ
シ
28
頭

を
捕
獲
し
、
年
間
、
シ
カ
10
頭
程
度
、

イ
ノ
シ
シ
４
頭
程
度
の
実
績
で
あ
り
、

令
和
５
年
度
は
、
10
月
末
現
在
で
シ

カ
14
頭
、
イ
ノ
シ
シ
７
頭
を
捕
獲
し

て
お
り
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
共
に
年

間
平
均
の
捕
獲
頭
数
を
上
回
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　
　
地
域
連
携
に
よ
る
対
策
は
。

　
　
侵
入
防
止
柵
の
設
置
を
、
こ
れ

ま
で
の
単
体
農
地
で
の
取
り
組
み
か

ら
、
３
戸
以
上
の
農
業
者
で
組
織
す

る
団
体
が
３
筆
以
上
の
連
続
し
た
農

地
へ
設
置
す
る
侵
入
防
止
柵
を
補
助

対
象
に
追
加
し
、
補
助
率
を
５
分
の

４
ま
で
引
き
上
げ
る
よ
う
要
綱
改
正

し
、
農
業
者
へ
事
業
説
明
会
を
開
催

し
た
。

　
　
本
町
の
高
齢
化
率
は
、
全
国
的

に
は
低
い
方
だ
が
、
今
後
の
高
齢
化
、

老
齢
人
口
の
推
移
は
。

　
　
高
齢
者
数
の
増
加
ペ
ー
ス
は
、

２
０
３
５
年
度
ま
で
は
、
毎
年
１
０

０
人
強
で
増
加
、
２
０
３
６
年
度
〜

２
０
４
５
年
度
ま
で
は
、
毎
年
、
２

０
０
人
程
度
で
増
加
す
る
見
込
み
。

２
０
４
６
年
度
以
降
、
毎
年
、
１
５

０
人
程
度
に
落
ち
る
が
、
２
０
５
０

年
度
の
高
齢
化
率
は
25
・
２
％
に
な

り
、
本
町
の
総
人
口
の
４
人
に
１
人

が
高
齢
者
に
な
る
推
計
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
第
９
期
菊
陽
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
に
お
け
る
、
課
題
と
取
り
組
み

は
。

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
、
従

来
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
有
料

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
も
含
め
た
効
果
的

な
介
護
基
盤
の
整
備
の
検
討
を
行
う
。

そ
の
際
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

高
齢
者
向
け
住
宅
の
地
域
の
設
置
状

況
を
把
握
す
る
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
観
点
か
ら
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
に
柔
軟
に
対
応
し
や
す
い

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
地
理
的
配

置
バ
ラ
ン
ス
も
勘
案
し
整
備
を
検
討

す
る
。
　

　
令
和
６
年
２
月
か
ら
、
民
間
主
導

の
整
備
に
よ
る
新
た
な
有
料
老
人

ホ
ー
ム
、
旧
武
蔵
ケ
丘
第
二
保
育
園

跡
地
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
開

所
予
定
。
南
部
地
区
、
東
部
地
区
に

本
町
主
導
で
介
護
基
盤
の
整
備
を
行

う
場
合
は
、
同
地
域
に
、
新
た
な
用

地
確
保
が
必
要
な
た
め
、
令
和
６
年

度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
第
９
期

計
画
期
間
中
の
整
備
は
困
難
な
見
込

み
。

　
　
財
政
硬
直
化
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
、
令
和
元
年
度
で
90
％

を
超
え
て
い
る
よ
う
な
年
度
も
あ
り
、

令
和
４
年
度
の
数
値
が
前
年
度
比
で

増
加
し
て
い
る
が
、
財
政
の
硬
直
化

が
特
に
進
ん
で
い
る
状
況
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
計
画
的
に
進
め
て
い

く
の
で
、
今
後
、
財
政
の
硬
直
化
が

進
み
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
影

響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
将
来
負
担
比
率
の
推
移
、
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
。

　
　
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
か
か

る
地
方
債
の
増
加
な
ど
で
、
令
和
２

年
度
に
10
・
５
％
と
な
り
、
令
和
４

年
度
に
お
い
て
は
、
20
・
１
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
計
画
で
、
将
来
負
担
比
率

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
は
、

交
通
渋
滞
対
策
や
学
校
等
施
設
の
整

備
、
そ
の
他
、
住
環
境
の
整
備
な
ど

が
あ
る
。
中
期
財
政
計
画
に
よ
る
財

政
収
支
見
通
し
を
踏
ま
え
、
計
画
的

に
進
め
て
い
く
の
で
、
今
後
、
将
来

負
担
比
率
が
大
き
く
増
加
し
、
将
来

世
代
の
負
担
が
過
度
と
な
る
こ
と
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
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吉村 恭輔 議員

給食費・副食費の無償化を早期に開始すべき
令和７年度より給食費・副食費の無償化をスタートする

Q

A

Q

QQ A

Q

Q

Q A

AQA

A

A

A 　
　
昨
今
の
物
価
高
騰
は
家
計
を
圧

迫
し
て
い
る
。
町
長
の
提
言
の
中
に

「
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
給
食

費
・
副
食
費
の
無
償
化
」
と
書
か
れ

て
い
た
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
給
食

費
・
副
食
費
を
賄
う
に
は
、
ま
だ
ま

だ
時
間
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
。

子
育
て
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
も
、
し
っ
か
り
と
予
算
化
し
早

期
に
給
食
費
・
副
食
費
の
無
償
化
を

開
始
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
給
食
費
・
副
食
費
は
、
今
年
度

よ
り
月
額
千
円
の
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
と
は
別
に
食
材
高
騰
対
策

と
し
て
、
国
・
県
の
交
付
金
を
活
用

し
て
小
学
校
１
人
当
た
り
４
８
０

円
・
中
学
校
１
人
当
た
り
月
額
５
１

０
円
・
副
食
費
は
１
人
当
た
り
月
額

２
０
０
円
の
補
助
を
行
い
給
食
費
を

値
上
げ
す
る
こ
と
な
く
徴
収
額
を

保
っ
て
い
る
。
給
食
費
・
副
食
費
を

無
償
化
し
た
場
合
、
約
３
億
円
の
財

源
の
確
保
が
必
要
で
現
段
階
で
は
財

源
を
全
額
確
保
す
る
の
は
困
難
な
状

況
で
あ
る
。

　
令
和
６
年
度
に
お
い
て
は
、
で
き

る
限
り
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
で
き

る
よ
う
、
今
年
度
よ
り
手
厚
い
支
援

を
考
え
て
い
る
。

　
給
食
費
・
副
食
費
の
無
償
化
は
税

収
が
大
き
く
見
込
め
る
令
和
７
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
設
置
や
誘

致
は
で
き
な
い
か
。

　
　
町
で
設
置
す
る
事
は
で
き
な
い
。

　
　
菊
陽
町
内
の
小
・
中
学
校
に
お

い
て
１
０
０
名
の
不
登
校
ま
た
は
不

登
校
と
思
わ
れ
る
生
徒
・
児
童
が
い

る
と
の
事
だ
が
、
不
登
校
の
生
徒
・

児
童
に
対
し
学
習
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
等
が
で
き
る
場
所
を
提
供
す
る
た

め
に
も
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
設
置

や
誘
致
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
学
校
の
設
置
は
学
校
教
育
法
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
は
文
部
科
学
省
が
定
め
る
学
校
機

関
で
は
な
い
た
め
、
町
が
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
を
設
置
す
る
事
は
で
き
な
い
。

　
　
公
民
館
の
建
設
を
希
望
し
て
い

る
新
町
西
区
で
の
進
捗
状
況
や
問
題

点
は
。

　
　
新
町
西
区
で
は
用
地
確
保
が
難

航
し
て
い
る
。

　
　
行
政
区
で
新
町
西
区
が
建
設
希

望
、
光
の
森
２
町
内
自
治
会
が
自
治

会
内
で
検
討
中
と
の
事
で
あ
る
が
、

建
設
を
希
望
し
て
い
る
新
町
西
区
に

お
い
て
の
進
捗
状
況
や
問
題
点
は
何

か
。

　
　
新
町
西
区
に
お
い
て
は
、
戸
建

て
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど
の

需
要
が
高
き
地
域
で
あ
り
、
空
い
て

い
る
土
地
が
少
な
い
等
の
問
題
に
よ

り
用
地
取
得
の
見
込
み
が
立
た
な
い
。

町
と
し
て
も
建
設
用
地
の
貸
付
制
度

の
案
内
や
、
候
補
地
の
地
権
者
と
の

交
渉
に
同
席
す
る
等
、
協
力
を
し
て

い
る
。
引
き
続
き
公
民
館
建
設
に
向

け
て
可
能
な
限
り
支
援
を
し
て
い
く
。

　
　
将
来
的
に
消
防
団
を
維
持
す
る

た
め
に
も
分
団
の
再
編
等
の
考
え
は
。

　
　
今
の
と
こ
ろ
再
編
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　
地
域
に
よ
っ
て
消
防
団
の
な
り

て
が
少
な
い
と
い
う
話
や
、
職
業
の

多
様
化
に
よ
り
火
事
等
の
災
害
時
に

集
ま
る
団
員
が
少
な
い
と
い
う
話
を

聞
い
て
い
る
。
将
来
的
に
も
消
防
団

を
維
持
す
る
た
め
に
も
分
団
の
再
編

等
も
含
め
て
検
討
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
現
在
、
団
員
の
少
な
い
班
で
は

操
法
大
会
に
２
班
合
同
で
出
場
す
る

な
ど
消
防
団
活
動
で
連
携
、
協
力
し

た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
お
り
、
今

の
と
こ
ろ
分
団
・
班
の
再
編
成
は
考

え
て
い
な
い
が
今
後
、
団
員
不
足
に

よ
り
消
防
団
活
動
に
支
障
が
生
じ
る

に
な
れ
ば
、
分
団
や
班
の
再
編
成
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

QRコードで録画放送を視聴できます。
上田 茂政 議員

電気柵の導入による防獣対策について問う
有害鳥獣の被害防止対策の有効な手段の一つであると考える

Q

A

Q

QQ AA

Q

A Q

A

AQA 　
　
有
害
鳥
獣
被
害
の
現
状
は
。

　
　
平
成
27
年
12
月
か
ら
熊
本
県
猟

友
会
大
津
支
部
へ
有
害
鳥
獣
駆
除
業

務
を
委
託
し
、
鳥
獣
害
の
駆
除
事
業

を
開
始
、
駆
除
実
績
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
令
和
４
年
度
イ
ノ
シ
シ
28
頭

を
捕
獲
し
、
年
間
、
シ
カ
10
頭
程
度
、

イ
ノ
シ
シ
４
頭
程
度
の
実
績
で
あ
り
、

令
和
５
年
度
は
、
10
月
末
現
在
で
シ

カ
14
頭
、
イ
ノ
シ
シ
７
頭
を
捕
獲
し

て
お
り
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
共
に
年

間
平
均
の
捕
獲
頭
数
を
上
回
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　
　
地
域
連
携
に
よ
る
対
策
は
。

　
　
侵
入
防
止
柵
の
設
置
を
、
こ
れ

ま
で
の
単
体
農
地
で
の
取
り
組
み
か

ら
、
３
戸
以
上
の
農
業
者
で
組
織
す

る
団
体
が
３
筆
以
上
の
連
続
し
た
農

地
へ
設
置
す
る
侵
入
防
止
柵
を
補
助

対
象
に
追
加
し
、
補
助
率
を
５
分
の

４
ま
で
引
き
上
げ
る
よ
う
要
綱
改
正

し
、
農
業
者
へ
事
業
説
明
会
を
開
催

し
た
。

　
　
本
町
の
高
齢
化
率
は
、
全
国
的

に
は
低
い
方
だ
が
、
今
後
の
高
齢
化
、

老
齢
人
口
の
推
移
は
。

　
　
高
齢
者
数
の
増
加
ペ
ー
ス
は
、

２
０
３
５
年
度
ま
で
は
、
毎
年
１
０

０
人
強
で
増
加
、
２
０
３
６
年
度
〜

２
０
４
５
年
度
ま
で
は
、
毎
年
、
２

０
０
人
程
度
で
増
加
す
る
見
込
み
。

２
０
４
６
年
度
以
降
、
毎
年
、
１
５

０
人
程
度
に
落
ち
る
が
、
２
０
５
０

年
度
の
高
齢
化
率
は
25
・
２
％
に
な

り
、
本
町
の
総
人
口
の
４
人
に
１
人

が
高
齢
者
に
な
る
推
計
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
第
９
期
菊
陽
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
に
お
け
る
、
課
題
と
取
り
組
み

は
。

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
、
従

来
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
有
料

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
も
含
め
た
効
果
的

な
介
護
基
盤
の
整
備
の
検
討
を
行
う
。

そ
の
際
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

高
齢
者
向
け
住
宅
の
地
域
の
設
置
状

況
を
把
握
す
る
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
る
観
点
か
ら
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
に
柔
軟
に
対
応
し
や
す
い

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
地
理
的
配

置
バ
ラ
ン
ス
も
勘
案
し
整
備
を
検
討

す
る
。
　

　
令
和
６
年
２
月
か
ら
、
民
間
主
導

の
整
備
に
よ
る
新
た
な
有
料
老
人

ホ
ー
ム
、
旧
武
蔵
ケ
丘
第
二
保
育
園

跡
地
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
開

所
予
定
。
南
部
地
区
、
東
部
地
区
に

本
町
主
導
で
介
護
基
盤
の
整
備
を
行

う
場
合
は
、
同
地
域
に
、
新
た
な
用

地
確
保
が
必
要
な
た
め
、
令
和
６
年

度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
第
９
期

計
画
期
間
中
の
整
備
は
困
難
な
見
込

み
。

　
　
財
政
硬
直
化
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
、
令
和
元
年
度
で
90
％

を
超
え
て
い
る
よ
う
な
年
度
も
あ
り
、

令
和
４
年
度
の
数
値
が
前
年
度
比
で

増
加
し
て
い
る
が
、
財
政
の
硬
直
化

が
特
に
進
ん
で
い
る
状
況
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
計
画
的
に
進
め
て
い

く
の
で
、
今
後
、
財
政
の
硬
直
化
が

進
み
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
影

響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
将
来
負
担
比
率
の
推
移
、
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
。

　
　
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
か
か

る
地
方
債
の
増
加
な
ど
で
、
令
和
２

年
度
に
10
・
５
％
と
な
り
、
令
和
４

年
度
に
お
い
て
は
、
20
・
１
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
計
画
で
、
将
来
負
担
比
率

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
は
、

交
通
渋
滞
対
策
や
学
校
等
施
設
の
整

備
、
そ
の
他
、
住
環
境
の
整
備
な
ど

が
あ
る
。
中
期
財
政
計
画
に
よ
る
財

政
収
支
見
通
し
を
踏
ま
え
、
計
画
的

に
進
め
て
い
く
の
で
、
今
後
、
将
来

負
担
比
率
が
大
き
く
増
加
し
、
将
来

世
代
の
負
担
が
過
度
と
な
る
こ
と
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
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西本 友春 議員

令和６年度の中代団地の改修計画は
社会資本整備総合交付金を活用して改修工事に着手できるよう取り組む

Q

A

Q

QQ AAA

QQ A

A Q

A

AQQ A

・公共施設の予約
・高齢者のための新たな居住空間の提供
・書かない窓口の進捗状況
・行かない窓口の推進
・施設管理の一元化（駐車場管理の一元化）

その他の質問

　
　
令
和
４
年
９
月
の
一
般
質
問
で

は
、
令
和
５
年
度
の
計
画
見
直
し
の

際
に
他
の
未
改
修
で
あ
る
馬
場
団
地
、

入
道
水
団
地
と
共
に
改
修
対
象
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な
る
予
定
で
、

令
和
６
年
度
以
降
に
改
修
工
事
を
計

画
で
き
な
い
か
検
討
を
進
め
る
と
の

回
答
だ
っ
た
が
、
令
和
６
年
度
の
中

代
団
地
の
改
修
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
来
年
度
の
国
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
を
活
用
し
、
改
修
工
事

に
着
手
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
５
年
毎
に
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
菊
陽
町
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
に
お
い
て
改
修
対
象
の
団
地

と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
、
年
度
内

に
策
定
で
き
る
よ
う
見
直
し
作
業
を

進
め
て
い
る
。
改
修
等
の
具
体
的
な

計
画
に
つ
い
て
も
実
施
設
計
を
進
め

て
お
り
、
総
事
業
費
の
算
定
な
ど
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。
入
居
者
へ
の

説
明
会
の
開
催
な
ど
し
っ
か
り
進
め
、

来
年
度
改
修
工
事
に
着
手
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
。

　
　
全
戸
を
改
修
す
る
計
画
か
。

　
　
改
修
計
画
に
当
た
っ
て
は
、
現

時
点
で
は
56
戸
の
う
ち
44
戸
を
改
修

し
、
12
戸
を
解
体
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
　
物
価
高
騰
で
改
修
後
に
大
幅
な

家
賃
変
更
等
へ
の
対
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
る
の
か
。

　
　
現
在
入
居
者
の
家
賃
が
増
額
と

な
る
こ
と
か
ら
、
建
て
替
え
か
改
修

か
、
家
賃
の
試
算
を
行
な
っ
た
結
果
、

建
て
替
え
は
２
倍
以
上
、
改
修
は
約

50
％
か
ら
60
％
の
家
賃
増
と
な
っ
た

た
め
、
入
居
者
へ
の
負
担
増
加
に
配

慮
し
、
改
修
に
決
定
し
た
。

　
　
給
食
費
・
副
食
費
の
無
償
化
に

向
け
た
行
政
手
続
き
は
。

　
　
人
員
を
増
加
し
て
、
無
償
化
が

円
滑
に
進
む
体
制
で
臨
む
。

　
　
７
年
度
か
ら
の
無
償
化
に
向
け

た
行
政
手
続
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。

　
　
現
在
、
12
の
市
町
村
で
無
償
化

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
人
口
規
模
が

小
さ
か
っ
た
り
、
児
童
数
が
少
な
い

と
こ
ろ
が
無
償
化
に
踏
み
込
ま
れ
て

い
る
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
セ
ン
タ
ー

方
式
で
取
り
組
ん
で
い
る
市
町
村
、

一
部
、
自
校
と
セ
ン
タ
ー
方
式
を
取

り
組
ん
で
い
る
市
町
村
が
あ
る
が
、

殆
ど
セ
ン
タ
ー
方
式
で
行
っ
て
い
る

市
町
村
が
多
い
が
、
菊
陽
町
は
自
校

方
式
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
る
。
今
後
、

６
年
、
７
年
、
他
の
自
治
体
が
仮
に

無
償
化
を
行
わ
な
か
っ
た
と
い
う
前

提
だ
と
、
菊
陽
町
の
児
童
数
が
今
、

小
学
校
、
中
学
校
、
約
４
，
５
０
０

名
以
上
な
の
で
、
児
童
数
の
最
も
多

い
市
町
村
に
な
る
。

　
　
公
共
施
設
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
装

置
の
操
作
演
習
を
。

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
も
含
め
た
、
救
命

救
急
講
習
を
定
期
的
に
実
施
。

　
　
町
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
訓
練
筐
体
が

４
体
あ
り
、
各
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
持
参
し
て
操
作
演
習
す
る
こ

と
で
い
ざ
と
言
う
時
、
救
命
活
動
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
公
共

施
設
に
お
い
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
演
習

を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
提
案
。

　
　
各
施
設
に
お
い
て
突
然
、
心
肺

停
止
等
の
事
案
が
あ
っ
た
際
に
、
消

防
署
へ
通
報
し
、
救
急
隊
が
到
着
す

る
ま
で
の
間
、
施
設
職
員
が
心
肺
蘇

生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
効
果
的
に
使
用
し
て

救
命
措
置
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
救

命
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
、
今
後
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
も
含

め
た
、
内
容
の
充
実
す
る
救
命
救
急

講
習
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。

　
　
消
防
団
積
載
車
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
配

備
を
提
案
す
る
。

　
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
消
防
団
積
載

車
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
配
備
は
考
え
て
い
な
い

が
、
今
後
消
防
団
と
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
く
。

廣瀨 英二 議員

JASM前の県道大津植木線の多車線化完成目途は
都市計画決定後の事業認可の手続の際に示されるものと考えている

Q

A
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JASM前の県道大津植木線

　
　
抜
本
的
な
渋
滞
対
策
と
し
て
道

路
整
備
事
業
の
説
明
を
受
け
た
が
、

完
成
年
度
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
熊

本
地
震
で
崩
壊
し
た
設
備
の
復
旧
工

事
は
、
北
側
ル
ー
ト
の
建
設
、
立
野

阿
蘇
大
橋
の
建
設
な
ど
地
震
発
生
か

ら
５
年
で
完
成
し
て
い
る
。
今
回
の

道
路
整
備
事
業
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
に

伴
う
国
家
戦
略
の
事
業
で
あ
る
。
完

成
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

　
　
都
市
計
画
決
定
後
の
事
業
認
可

の
手
続
き
の
際
に
示
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
菊
陽
空
港
線
の
立
体
交
差
完
成

は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
残

り
２
つ
の
立
体
交
差
点
は
優
先
順
位

を
つ
け
て
進
め
る
の
か
。

　
　
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
何
も
決

ま
っ
て
い
な
い
。

　
　
渋
滞
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
セ
ミ
コ
ン
通
勤
バ
ス
の
増
便
、

企
業
の
時
差
出
勤
等
の
実
施
に
よ
り
、

効
果
が
出
て
い
る
。
セ
ミ
コ
ン
内
に

は
約
20
社
あ
る
が
、
時
差
出
勤
な
ど

の
拡
充
は
。

　
　
こ
の
取
り
組
み
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
全
部

行
っ
た
ら
、
逆
効
果
に
な
る
可
能
性

も
あ
る
。
セ
ミ
コ
ン
協
議
会
の
な
か

で
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
実
施
さ

れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
西
花
立
地
区
か
ら
試
行
的
に
運

行
さ
れ
る
セ
ミ
コ
ン
通
勤
バ
ス
の
乗

車
推
進
の
取
り
組
み
は
。

　
　
企
業
、
県
、
周
辺
市
町
、
バ
ス

事
業
者
な
ど
と
連
携
し
て
渋
滞
対
策

の
事
業
に
つ
い
て
各
種
実
証
実
験
な

ど
を
行
い
、
効
果
の
高
い
事
業
の
実

施
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
は
地
域
活
動
等
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
自
治
会
運

営
を
担
う
区
長
・
自
治
会
長
の
業
務

を
町
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

か
。

　
　
地
域
コ
ミ
ニ
テ
イ
ー
の
維
持
に

大
変
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
行
事
の
多
く
が
中
止
に
な
る

な
ど
、
地
域
の
連
帯
感
が
薄
れ
て
し

ま
う
状
況
を
支
援
す
る
た
め
、
令
和

４
年
度
か
ら
地
域
行
事
再
開
支
援
事

業
補
助
金
の
制
度
を
設
け
、
実
績
報

告
な
ど
に
よ
り
地
区
の
行
事
や
活
動

な
ど
を
把
握
し
て
い
る
。
そ
の
他
に

も
日
頃
か
ら
地
域
住
民
か
ら
の
様
々

な
お
困
り
ご
と
の
相
談
な
ど
業
務
は

多
岐
に
わ
た
り
、
地
域
の
自
治
会
活

動
を
支
え
、
地
域
と
町
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
　
区
長
・
自
治
会
長
の
行
政
事
務

委
託
の
あ
り
方
に
つ
い
て
町
の
考
え

は
。

　
　
自
治
会
に
お
け
る
活
動
や
行
政

事
務
委
託
の
業
務
な
ど
で
、
負
担
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
後
継
者
を
探
す

の
が
容
易
で
な
い
と
い
う
課
題
も
認

識
し
て
い
る
。
な
り
手
不
足
解
消
に

向
け
た
協
議
を
開
催
し
、
区
長
会
役

員
と
事
業
担
当
課
と
で
課
題
と
な
る

現
状
の
聞
き
取
り
や
改
善
策
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。
実
施
で
き

る
も
の
は
来
年
度
か
ら
、
課
題
の
中

に
は
行
政
事
務
委
託
料
の
処
遇
改
善

も
掲
げ
て
あ
り
、
来
年
度
に
お
い
て

引
き
続
き
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
敬
老
会
対
象
年
齢
は
、
70
歳
以

上
で
あ
る
が
、
補
助
金
要
項
が
で
き

た
当
時
と
比
べ
る
と
健
康
寿
命
が
顕

著
で
あ
り
、
70
歳
を
超
え
て
も
現
職

で
頑
張
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
75
歳

以
上
に
見
直
す
考
え
は
。

　
　
敬
老
会
対
象
年
齢
を
来
年
度
か

ら
75
歳
以
上
に
引
き
上
げ
る
方
針
で

あ
る
。
但
し
、
行
政
区
に
よ
っ
て
は
、

75
歳
以
上
が
10
人
に
満
た
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
、
各
行
政
区
の
判
断
で
対

象
者
を
70
歳
以
上
に
し
て
も
差
し
支

え
な
い
と
す
る
経
過
措
置
を
当
分
の

間
設
け
る
考
え
で
あ
る
。
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西本 友春 議員

令和６年度の中代団地の改修計画は
社会資本整備総合交付金を活用して改修工事に着手できるよう取り組む
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・公共施設の予約
・高齢者のための新たな居住空間の提供
・書かない窓口の進捗状況
・行かない窓口の推進
・施設管理の一元化（駐車場管理の一元化）

その他の質問

　
　
令
和
４
年
９
月
の
一
般
質
問
で

は
、
令
和
５
年
度
の
計
画
見
直
し
の

際
に
他
の
未
改
修
で
あ
る
馬
場
団
地
、

入
道
水
団
地
と
共
に
改
修
対
象
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な
る
予
定
で
、

令
和
６
年
度
以
降
に
改
修
工
事
を
計

画
で
き
な
い
か
検
討
を
進
め
る
と
の

回
答
だ
っ
た
が
、
令
和
６
年
度
の
中

代
団
地
の
改
修
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
来
年
度
の
国
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
を
活
用
し
、
改
修
工
事

に
着
手
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
５
年
毎
に
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
菊
陽
町
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
に
お
い
て
改
修
対
象
の
団
地

と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
、
年
度
内

に
策
定
で
き
る
よ
う
見
直
し
作
業
を

進
め
て
い
る
。
改
修
等
の
具
体
的
な

計
画
に
つ
い
て
も
実
施
設
計
を
進
め

て
お
り
、
総
事
業
費
の
算
定
な
ど
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。
入
居
者
へ
の

説
明
会
の
開
催
な
ど
し
っ
か
り
進
め
、

来
年
度
改
修
工
事
に
着
手
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
。

　
　
全
戸
を
改
修
す
る
計
画
か
。

　
　
改
修
計
画
に
当
た
っ
て
は
、
現

時
点
で
は
56
戸
の
う
ち
44
戸
を
改
修

し
、
12
戸
を
解
体
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
　
物
価
高
騰
で
改
修
後
に
大
幅
な

家
賃
変
更
等
へ
の
対
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
る
の
か
。

　
　
現
在
入
居
者
の
家
賃
が
増
額
と

な
る
こ
と
か
ら
、
建
て
替
え
か
改
修

か
、
家
賃
の
試
算
を
行
な
っ
た
結
果
、

建
て
替
え
は
２
倍
以
上
、
改
修
は
約

50
％
か
ら
60
％
の
家
賃
増
と
な
っ
た

た
め
、
入
居
者
へ
の
負
担
増
加
に
配

慮
し
、
改
修
に
決
定
し
た
。

　
　
給
食
費
・
副
食
費
の
無
償
化
に

向
け
た
行
政
手
続
き
は
。

　
　
人
員
を
増
加
し
て
、
無
償
化
が

円
滑
に
進
む
体
制
で
臨
む
。

　
　
７
年
度
か
ら
の
無
償
化
に
向
け

た
行
政
手
続
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。

　
　
現
在
、
12
の
市
町
村
で
無
償
化

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
人
口
規
模
が

小
さ
か
っ
た
り
、
児
童
数
が
少
な
い

と
こ
ろ
が
無
償
化
に
踏
み
込
ま
れ
て

い
る
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
セ
ン
タ
ー

方
式
で
取
り
組
ん
で
い
る
市
町
村
、

一
部
、
自
校
と
セ
ン
タ
ー
方
式
を
取

り
組
ん
で
い
る
市
町
村
が
あ
る
が
、

殆
ど
セ
ン
タ
ー
方
式
で
行
っ
て
い
る

市
町
村
が
多
い
が
、
菊
陽
町
は
自
校

方
式
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
る
。
今
後
、

６
年
、
７
年
、
他
の
自
治
体
が
仮
に

無
償
化
を
行
わ
な
か
っ
た
と
い
う
前

提
だ
と
、
菊
陽
町
の
児
童
数
が
今
、

小
学
校
、
中
学
校
、
約
４
，
５
０
０

名
以
上
な
の
で
、
児
童
数
の
最
も
多

い
市
町
村
に
な
る
。

　
　
公
共
施
設
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
装

置
の
操
作
演
習
を
。

　
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
も
含
め
た
、
救
命

救
急
講
習
を
定
期
的
に
実
施
。

　
　
町
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
訓
練
筐
体
が

４
体
あ
り
、
各
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
持
参
し
て
操
作
演
習
す
る
こ

と
で
い
ざ
と
言
う
時
、
救
命
活
動
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
公
共

施
設
に
お
い
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
演
習

を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
提
案
。

　
　
各
施
設
に
お
い
て
突
然
、
心
肺

停
止
等
の
事
案
が
あ
っ
た
際
に
、
消

防
署
へ
通
報
し
、
救
急
隊
が
到
着
す

る
ま
で
の
間
、
施
設
職
員
が
心
肺
蘇

生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
効
果
的
に
使
用
し
て

救
命
措
置
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
救

命
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
、
今
後
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
も
含

め
た
、
内
容
の
充
実
す
る
救
命
救
急

講
習
を
定
期
的
に
実
施
す
る
。

　
　
消
防
団
積
載
車
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
配

備
を
提
案
す
る
。

　
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
消
防
団
積
載

車
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
配
備
は
考
え
て
い
な
い

が
、
今
後
消
防
団
と
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
く
。

廣瀨 英二 議員

JASM前の県道大津植木線の多車線化完成目途は
都市計画決定後の事業認可の手続の際に示されるものと考えている

Q

A

Q

QQ AA

QQ A

A Q

A

AQA

JASM前の県道大津植木線

　
　
抜
本
的
な
渋
滞
対
策
と
し
て
道

路
整
備
事
業
の
説
明
を
受
け
た
が
、

完
成
年
度
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
熊

本
地
震
で
崩
壊
し
た
設
備
の
復
旧
工

事
は
、
北
側
ル
ー
ト
の
建
設
、
立
野

阿
蘇
大
橋
の
建
設
な
ど
地
震
発
生
か

ら
５
年
で
完
成
し
て
い
る
。
今
回
の

道
路
整
備
事
業
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
に

伴
う
国
家
戦
略
の
事
業
で
あ
る
。
完

成
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

　
　
都
市
計
画
決
定
後
の
事
業
認
可

の
手
続
き
の
際
に
示
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
菊
陽
空
港
線
の
立
体
交
差
完
成

は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
残

り
２
つ
の
立
体
交
差
点
は
優
先
順
位

を
つ
け
て
進
め
る
の
か
。

　
　
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
現
段
階
で
は
何
も
決

ま
っ
て
い
な
い
。

　
　
渋
滞
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
セ
ミ
コ
ン
通
勤
バ
ス
の
増
便
、

企
業
の
時
差
出
勤
等
の
実
施
に
よ
り
、

効
果
が
出
て
い
る
。
セ
ミ
コ
ン
内
に

は
約
20
社
あ
る
が
、
時
差
出
勤
な
ど

の
拡
充
は
。

　
　
こ
の
取
り
組
み
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
全
部

行
っ
た
ら
、
逆
効
果
に
な
る
可
能
性

も
あ
る
。
セ
ミ
コ
ン
協
議
会
の
な
か

で
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
実
施
さ

れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
西
花
立
地
区
か
ら
試
行
的
に
運

行
さ
れ
る
セ
ミ
コ
ン
通
勤
バ
ス
の
乗

車
推
進
の
取
り
組
み
は
。

　
　
企
業
、
県
、
周
辺
市
町
、
バ
ス

事
業
者
な
ど
と
連
携
し
て
渋
滞
対
策

の
事
業
に
つ
い
て
各
種
実
証
実
験
な

ど
を
行
い
、
効
果
の
高
い
事
業
の
実

施
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
は
地
域
活
動
等
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
自
治
会
運

営
を
担
う
区
長
・
自
治
会
長
の
業
務

を
町
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

か
。

　
　
地
域
コ
ミ
ニ
テ
イ
ー
の
維
持
に

大
変
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
行
事
の
多
く
が
中
止
に
な
る

な
ど
、
地
域
の
連
帯
感
が
薄
れ
て
し

ま
う
状
況
を
支
援
す
る
た
め
、
令
和

４
年
度
か
ら
地
域
行
事
再
開
支
援
事

業
補
助
金
の
制
度
を
設
け
、
実
績
報

告
な
ど
に
よ
り
地
区
の
行
事
や
活
動

な
ど
を
把
握
し
て
い
る
。
そ
の
他
に

も
日
頃
か
ら
地
域
住
民
か
ら
の
様
々

な
お
困
り
ご
と
の
相
談
な
ど
業
務
は

多
岐
に
わ
た
り
、
地
域
の
自
治
会
活

動
を
支
え
、
地
域
と
町
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　
　
区
長
・
自
治
会
長
の
行
政
事
務

委
託
の
あ
り
方
に
つ
い
て
町
の
考
え

は
。

　
　
自
治
会
に
お
け
る
活
動
や
行
政

事
務
委
託
の
業
務
な
ど
で
、
負
担
が

大
き
い
こ
と
か
ら
、
後
継
者
を
探
す

の
が
容
易
で
な
い
と
い
う
課
題
も
認

識
し
て
い
る
。
な
り
手
不
足
解
消
に

向
け
た
協
議
を
開
催
し
、
区
長
会
役

員
と
事
業
担
当
課
と
で
課
題
と
な
る

現
状
の
聞
き
取
り
や
改
善
策
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
て
き
た
。
実
施
で
き

る
も
の
は
来
年
度
か
ら
、
課
題
の
中

に
は
行
政
事
務
委
託
料
の
処
遇
改
善

も
掲
げ
て
あ
り
、
来
年
度
に
お
い
て

引
き
続
き
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
敬
老
会
対
象
年
齢
は
、
70
歳
以

上
で
あ
る
が
、
補
助
金
要
項
が
で
き

た
当
時
と
比
べ
る
と
健
康
寿
命
が
顕

著
で
あ
り
、
70
歳
を
超
え
て
も
現
職

で
頑
張
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
75
歳

以
上
に
見
直
す
考
え
は
。

　
　
敬
老
会
対
象
年
齢
を
来
年
度
か

ら
75
歳
以
上
に
引
き
上
げ
る
方
針
で

あ
る
。
但
し
、
行
政
区
に
よ
っ
て
は
、

75
歳
以
上
が
10
人
に
満
た
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
、
各
行
政
区
の
判
断
で
対

象
者
を
70
歳
以
上
に
し
て
も
差
し
支

え
な
い
と
す
る
経
過
措
置
を
当
分
の

間
設
け
る
考
え
で
あ
る
。
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矢野 厚子 議員

がん治療で外形的変化を受けた人のサポートは
県の６年度中に実施検討中の動向を注視して積極的に対応する

Q

A

Q

QQ AA

QQQQ A A

A AQ Q

A A

AQA

・町の安全管理
・庁舎内や保育園の安全管理
・職員の勤務中の安全管理

その他の質問

　
　
が
ん
治
療
の
た
め
に
外
形
変
化

を
受
け
た
人
の
生
活
の
質
の
向
上
の

た
め
に
、
医
療
用
の
ウ
イ
ッ
グ
や
乳

房
補
正
下
着
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

　
　
県
が
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
用
品

の
助
成
を
６
年
度
中
の
実
施
に
向
け

て
検
討
中
で
あ
り
、
町
と
し
て
は
そ

の
動
向
を
注
視
し
て
積
極
的
に
対
応

す
る
。

　
　
全
国
で
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
温
泉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
の
が
あ
り
、

乳
が
ん
用
の
下
着
を
身
に
つ
け
て
入

れ
る
温
泉
が
あ
る
。
熊
本
で
は
ま
だ

な
く
菊
陽
町
で
も
先
が
け
て
、
さ
ん

さ
ん
の
湯
を
入
れ
る
よ
う
に
で
き
な

い
か
。

　
　
こ
の
場
で
「
で
き
る
で
き
な

い
」
の
即
答
は
で
き
な
い
が
、
理
解

し
て
、
今
後
し
っ
か
り
と
議
論
し
て

い
く
。

　
　
言
語
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
早

期
発
見
と
訓
練
に
つ
い
て
。

　
　
応
じ
た
教
育
を
お
こ
な
う
。

　
　
言
語
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
早

期
発
見
に
つ
な
が
る
健
康
診
断
と
診

断
結
果
後
の
訓
練
場
所
は
あ
る
の
か
。

　
　
幼
児
期
の
健
康
診
査
と
し
て
１

歳
６
か
月
と
３
歳
児
健
康
診
査
を
実

施
。
相
談
窓
口
と
し
て
健
康
保
険
課

や
福
祉
課
で
対
応
。
必
要
に
応
じ
て

医
療
機
関
や
訓
練
で
き
る
施
設
を
案

内
し
て
い
る
。
療
育
が
必
要
な
子
ど

も
は
障
害
児
通
所
支
援
事
業
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

　
学
校
教
育
の
場
合
、
気
に
な
る
児

童
に
つ
い
て
は
学
校
内
で
情
報
を
共

有
し
、
保
護
者
と
面
談
し
た
り
、
子

ど
も
総
合
相
談
室
に
よ
り
観
察
す
る
。

そ
の
上
で
障
害
の
起
因
を
判
断
し
、

そ
れ
に
応
じ
て
発
音
発
語
の
指
導
を

行
う
。
現
在
町
で
は
、
言
語
障
害
通

教
指
導
教
室
を
設
置
し
て
い
な
い
が
、

今
後
、
児
童
・
生
徒
の
状
況
や
保
護

者
の
要
望
と
必
要
な
生
徒
が
複
数
い

た
場
合
は
教
育
支
援
委
員
会
の
審
議

を
得
た
う
え
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　 

日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
人

へ
の
対
応
は
。

　
　
令
和
７
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
役
場
窓
口
の
住
民
票
等
の
書
類

は
改
善
さ
れ
た
か
。

　
　
各
課
で
使
用
し
て
い
る
書
類
は

相
談
窓
口
の
相
談
員
が
翻
訳
し
た
も

の
を
作
成
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
周

知
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
記
入
見
本
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

　
　
記
載
台
に
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
早

急
に
記
入
見
本
を
配
置
す
る
。

　
　
町
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て
、
日
本
語
が
読
め
な
い
人

に
対
応
し
て
改
善
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ソ
フ
ト
の
翻

訳
機
能
で
あ
る
程
度
可
能
で
あ
る
。

広
報
誌
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

デ
ー
タ
ー
を
ソ
フ
ト
で
読
め
る
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
契
約
期
間
が
令
和

６
年
度
末
ま
で
な
の
で
、
７
年
度
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
新
し
い
技

術
の
導
入
な
ど
を
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
。

　
　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
な
ど
で

検
討
し
て
い
る
。

　
　
障
害
や
高
齢
化
で
身
体
が
思
う

よ
う
に
動
か
せ
な
い
人
も
楽
し
め
る

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
常
時
で
き
る
場
所
の

設
置
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
常
設
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る

場
所
を
設
置
し
た
場
合
は
、
移
動
に

制
限
が
あ
る
高
齢
者
等
に
移
動
の
手

間
が
発
生
す
る
の
で
、
会
場
を
常
設

す
る
考
え
は
な
い
。
現
段
階
の
計
画

で
は
、
基
本
的
に
は
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
事
業
や
、
障
害
の
施
設
で
で
き
な

い
か
、
検
討
し
て
い
る
。

甲斐 榮治 議員

第７期総合計画の主なコンセプトは何か
８つの政策分野を柱に、これまでのまちづくりの総仕上げをはかる

Q

A

Q

QQ AA

QQ A

A Q

A

AQQ AA

12月稼働・JASM新工場

対話集会「聴く耳」重視

　
　
土
地
利
用
に
つ
い
て
熊
本
県
の

検
討
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
県
は
半
導
体
拠
点
推
進
調
整
会

議
を
設
置
し
た
が
、「
基
盤
整
備
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
農
用
地
に
、

進
出
企
業
や
住
宅
を
集
約
・
誘
導
す

る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
計

画
を
立
案
す
る
の
は
市
町
村
で
あ
り
、

県
は
農
業
振
興
と
企
業
進
出
の
両
立

を
は
か
る
観
点
か
ら
、
土
地
利
用
調

整
の
支
援
や
指
導
・
助
言
を
お
こ
な

う
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
町
か
ら
要
望
を
出
し
た
こ
と
が

あ
る
か
。
ま
た
今
後
は
ど
う
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
２
件
あ
り
、
今
後

も
相
談
を
す
る
。

　
　
農
地
転
用
に
関
わ
る
期
間
を
短

縮
で
き
る
の
か
。

　
　
地
域
未
来
投
資
促
進
法
作
成
の

中
で
そ
の
期
間
の
短
縮
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。

　
　
経
済
安
全
保
障
に
も
関
わ
る
優

良
農
地
保
全
と
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
に

象
徴
さ
れ
る
開
発
行
為
の
せ
め
ぎ
合

い
は
、
菊
陽
町
の
よ
う
な
立
地
条
件

に
あ
る
地
域
に
と
っ
て
は
避
け
難
い

問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
時
に
あ
た
っ
て
、
町
長
は
第

７
期
総
合
計
画
を
作
る
と
い
う
英
断

を
下
し
た
が
、
そ
の
主
な
柱
・
コ
ン

セ
プ
ト
は
何
か
。

　
　
私
が
政
策
提
言
に
掲
げ
た
８
つ

の
政
策
分
野
を
柱
と
し
て
、
冨
永
元

町
長
が
作
り
、
後
藤
前
町
長
が
引
き

継
い
だ
総
合
計
画
の
総
仕
上
げ
が
今

回
の
第
７
期
総
合
計
画
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
　
「
①
緑
の
中
に
職
住
が
近
接
し

た
生
活
都
市
を
作
る
②
独
自
の
顔
を

持
つ
町
を
作
る
③
活
力
あ
る
諸
産
業

を
持
つ
町
を
作
る
④
住
民
の
た
め
に

住
民
が
手
作
り
を
す
る
自
主
自
立
の

精
神
を
持
っ
た
町
を
作
る
」
の
総
仕

上
げ
に
か
か
る
と
い
う
こ
と
を
確
認

し
た
が
、
計
画
策
定
を
業
者
に
委
託

す
る
の
か
。

　
　
諮
問
機
関
と
し
て
、
町
議
会
議

員
や
外
部
有
識
者
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
総
合
計
画
策
定
審
議
会
を
設
置
す

る
。
内
部
的
に
は
副
町
長
を
委
員
長

と
し
、
課
長
以
上
を
結
集
し
た
総
合

計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
す
る
。
　

　
年
度
内
に
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
お
こ
な
い
、
来
年
度
は
町
民
座
談

会
も
実
施
す
る
。
各
方
面
の
意
見
は

し
っ
か
り
集
約
し
た
上
で
最
終
案
を

令
和
７
年
３
月
に
は
議
会
に
上
程
す

る
。
た
だ
計
画
策
定
に
は
か
な
り
の

事
務
作
業
も
発
生
す
る
。
基
礎
調
査

の
整
理
・
分
析
や
人
口
推
計
、
各
会

議
の
運
営
支
援
、
素
案
の
作
成
支
援

等
は
策
定
業
者
に
委
託
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
　
総
合
計
画
策
定
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
構
成
を
さ
ら
に
詳
し
く
説
明
し

て
も
ら
い
た
い
。

　
　
委
員
は
、
学
識
経
験
者
、
大
学

の
教
授
、
議
会
の
正
副
議
長
、
企
業

の
代
表
者
、
区
長
会
・
地
域
女
性
の

会
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
・
商
工
会
の
会
長
、
各

種
団
体
の
代
表
、
公
募
委
員
等
を
予

定
し
て
い
る
。

　
　
町
民
が
町
政
に
参
画
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
対
話
集
会
が
効
果
的
だ

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
　
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
町
を

作
っ
て
い
く
の
が
私
の
信
条
で
あ
る
。

菊
陽
町
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
が
心

を
満
た
し
、
人
生
を
楽
し
む
た
め
に
、

町
の
魅
力
を
高
め
、
人
々
が
感
動
を

分
か
ち
合
い
、
満
足
の
い
く
未
来
と

な
る
よ
う
、
対
話
を
通
し
て
、
そ
の

実
現
を
め
ざ
す
所
存
で
あ
る
。

　
　
菊
陽
町
に
は
、
１
，
０
０
０
人

近
く
の
外
国
籍
の
人
た
ち
が
居
住
し

て
い
る
が
、
多
文
化
共
生
の
た
め
に

町
は
何
を
し
て
い
る
か
。

　
　
多
文
化
共
生
連
絡
会
議
を
３
月

に
設
置
。
７
月
に
は
台
湾
宝
山
郷
と

友
好
交
流
協
定
を
結
ん
だ
。
外
国
人

相
談
窓
口
も
設
置
。
通
訳
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
、
お
よ
そ
20
カ
国

語
に
対
応
す
る
多
言
語
通
訳
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
、
外
国
人
生
活
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
、
ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル

な
ど
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語
化

を
お
こ
な
っ
た
。
将
来
的
に
は
、
国

際
交
流
協
会
の
設
置
に
向
け
、
検
討

を
始
め
て
い
る
。

県
は
指
導
助
言
・
土
地
利
用

８
分
野
の
公
約
を
盛
り
込
む

対
話
こ
そ
信
条―

―

町
長

多
文
化
共
生
に
は
多
彩
な
施
策
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矢野 厚子 議員

がん治療で外形的変化を受けた人のサポートは
県の６年度中に実施検討中の動向を注視して積極的に対応する

Q

A

Q

QQ AA

QQQQ A A

A AQ Q

A A

AQA

・町の安全管理
・庁舎内や保育園の安全管理
・職員の勤務中の安全管理

その他の質問

　
　
が
ん
治
療
の
た
め
に
外
形
変
化

を
受
け
た
人
の
生
活
の
質
の
向
上
の

た
め
に
、
医
療
用
の
ウ
イ
ッ
グ
や
乳

房
補
正
下
着
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

　
　
県
が
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
用
品

の
助
成
を
６
年
度
中
の
実
施
に
向
け

て
検
討
中
で
あ
り
、
町
と
し
て
は
そ

の
動
向
を
注
視
し
て
積
極
的
に
対
応

す
る
。

　
　
全
国
で
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
温
泉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
の
が
あ
り
、

乳
が
ん
用
の
下
着
を
身
に
つ
け
て
入

れ
る
温
泉
が
あ
る
。
熊
本
で
は
ま
だ

な
く
菊
陽
町
で
も
先
が
け
て
、
さ
ん

さ
ん
の
湯
を
入
れ
る
よ
う
に
で
き
な

い
か
。

　
　
こ
の
場
で
「
で
き
る
で
き
な

い
」
の
即
答
は
で
き
な
い
が
、
理
解

し
て
、
今
後
し
っ
か
り
と
議
論
し
て

い
く
。

　
　
言
語
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
早

期
発
見
と
訓
練
に
つ
い
て
。

　
　
応
じ
た
教
育
を
お
こ
な
う
。

　
　
言
語
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
早

期
発
見
に
つ
な
が
る
健
康
診
断
と
診

断
結
果
後
の
訓
練
場
所
は
あ
る
の
か
。

　
　
幼
児
期
の
健
康
診
査
と
し
て
１

歳
６
か
月
と
３
歳
児
健
康
診
査
を
実

施
。
相
談
窓
口
と
し
て
健
康
保
険
課

や
福
祉
課
で
対
応
。
必
要
に
応
じ
て

医
療
機
関
や
訓
練
で
き
る
施
設
を
案

内
し
て
い
る
。
療
育
が
必
要
な
子
ど

も
は
障
害
児
通
所
支
援
事
業
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

　
学
校
教
育
の
場
合
、
気
に
な
る
児

童
に
つ
い
て
は
学
校
内
で
情
報
を
共

有
し
、
保
護
者
と
面
談
し
た
り
、
子

ど
も
総
合
相
談
室
に
よ
り
観
察
す
る
。

そ
の
上
で
障
害
の
起
因
を
判
断
し
、

そ
れ
に
応
じ
て
発
音
発
語
の
指
導
を

行
う
。
現
在
町
で
は
、
言
語
障
害
通

教
指
導
教
室
を
設
置
し
て
い
な
い
が
、

今
後
、
児
童
・
生
徒
の
状
況
や
保
護

者
の
要
望
と
必
要
な
生
徒
が
複
数
い

た
場
合
は
教
育
支
援
委
員
会
の
審
議

を
得
た
う
え
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　 

日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
人

へ
の
対
応
は
。

　
　
令
和
７
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
役
場
窓
口
の
住
民
票
等
の
書
類

は
改
善
さ
れ
た
か
。

　
　
各
課
で
使
用
し
て
い
る
書
類
は

相
談
窓
口
の
相
談
員
が
翻
訳
し
た
も

の
を
作
成
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
周

知
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
記
入
見
本
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

　
　
記
載
台
に
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
早

急
に
記
入
見
本
を
配
置
す
る
。

　
　
町
の
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て
、
日
本
語
が
読
め
な
い
人

に
対
応
し
て
改
善
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ソ
フ
ト
の
翻

訳
機
能
で
あ
る
程
度
可
能
で
あ
る
。

広
報
誌
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

デ
ー
タ
ー
を
ソ
フ
ト
で
読
め
る
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
契
約
期
間
が
令
和

６
年
度
末
ま
で
な
の
で
、
７
年
度
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
新
し
い
技

術
の
導
入
な
ど
を
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
。

　
　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業
な
ど
で

検
討
し
て
い
る
。

　
　
障
害
や
高
齢
化
で
身
体
が
思
う

よ
う
に
動
か
せ
な
い
人
も
楽
し
め
る

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
常
時
で
き
る
場
所
の

設
置
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
常
設
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る

場
所
を
設
置
し
た
場
合
は
、
移
動
に

制
限
が
あ
る
高
齢
者
等
に
移
動
の
手

間
が
発
生
す
る
の
で
、
会
場
を
常
設

す
る
考
え
は
な
い
。
現
段
階
の
計
画

で
は
、
基
本
的
に
は
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
事
業
や
、
障
害
の
施
設
で
で
き
な

い
か
、
検
討
し
て
い
る
。

甲斐 榮治 議員

第７期総合計画の主なコンセプトは何か
８つの政策分野を柱に、これまでのまちづくりの総仕上げをはかる

Q

A

Q

QQ AA

QQ A

A Q

A

AQQ AA

12月稼働・JASM新工場

対話集会「聴く耳」重視

　
　
土
地
利
用
に
つ
い
て
熊
本
県
の

検
討
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
県
は
半
導
体
拠
点
推
進
調
整
会

議
を
設
置
し
た
が
、「
基
盤
整
備
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
農
用
地
に
、

進
出
企
業
や
住
宅
を
集
約
・
誘
導
す

る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
計

画
を
立
案
す
る
の
は
市
町
村
で
あ
り
、

県
は
農
業
振
興
と
企
業
進
出
の
両
立

を
は
か
る
観
点
か
ら
、
土
地
利
用
調

整
の
支
援
や
指
導
・
助
言
を
お
こ
な

う
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
町
か
ら
要
望
を
出
し
た
こ
と
が

あ
る
か
。
ま
た
今
後
は
ど
う
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
２
件
あ
り
、
今
後

も
相
談
を
す
る
。

　
　
農
地
転
用
に
関
わ
る
期
間
を
短

縮
で
き
る
の
か
。

　
　
地
域
未
来
投
資
促
進
法
作
成
の

中
で
そ
の
期
間
の
短
縮
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。

　
　
経
済
安
全
保
障
に
も
関
わ
る
優

良
農
地
保
全
と
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
に

象
徴
さ
れ
る
開
発
行
為
の
せ
め
ぎ
合

い
は
、
菊
陽
町
の
よ
う
な
立
地
条
件

に
あ
る
地
域
に
と
っ
て
は
避
け
難
い

問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
時
に
あ
た
っ
て
、
町
長
は
第

７
期
総
合
計
画
を
作
る
と
い
う
英
断

を
下
し
た
が
、
そ
の
主
な
柱
・
コ
ン

セ
プ
ト
は
何
か
。

　
　
私
が
政
策
提
言
に
掲
げ
た
８
つ

の
政
策
分
野
を
柱
と
し
て
、
冨
永
元

町
長
が
作
り
、
後
藤
前
町
長
が
引
き

継
い
だ
総
合
計
画
の
総
仕
上
げ
が
今

回
の
第
７
期
総
合
計
画
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
　
「
①
緑
の
中
に
職
住
が
近
接
し

た
生
活
都
市
を
作
る
②
独
自
の
顔
を

持
つ
町
を
作
る
③
活
力
あ
る
諸
産
業

を
持
つ
町
を
作
る
④
住
民
の
た
め
に

住
民
が
手
作
り
を
す
る
自
主
自
立
の

精
神
を
持
っ
た
町
を
作
る
」
の
総
仕

上
げ
に
か
か
る
と
い
う
こ
と
を
確
認

し
た
が
、
計
画
策
定
を
業
者
に
委
託

す
る
の
か
。

　
　
諮
問
機
関
と
し
て
、
町
議
会
議

員
や
外
部
有
識
者
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
総
合
計
画
策
定
審
議
会
を
設
置
す

る
。
内
部
的
に
は
副
町
長
を
委
員
長

と
し
、
課
長
以
上
を
結
集
し
た
総
合

計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
す
る
。
　

　
年
度
内
に
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
お
こ
な
い
、
来
年
度
は
町
民
座
談

会
も
実
施
す
る
。
各
方
面
の
意
見
は

し
っ
か
り
集
約
し
た
上
で
最
終
案
を

令
和
７
年
３
月
に
は
議
会
に
上
程
す

る
。
た
だ
計
画
策
定
に
は
か
な
り
の

事
務
作
業
も
発
生
す
る
。
基
礎
調
査

の
整
理
・
分
析
や
人
口
推
計
、
各
会

議
の
運
営
支
援
、
素
案
の
作
成
支
援

等
は
策
定
業
者
に
委
託
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
　
総
合
計
画
策
定
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
構
成
を
さ
ら
に
詳
し
く
説
明
し

て
も
ら
い
た
い
。

　
　
委
員
は
、
学
識
経
験
者
、
大
学

の
教
授
、
議
会
の
正
副
議
長
、
企
業

の
代
表
者
、
区
長
会
・
地
域
女
性
の

会
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
・
商
工
会
の
会
長
、
各

種
団
体
の
代
表
、
公
募
委
員
等
を
予

定
し
て
い
る
。

　
　
町
民
が
町
政
に
参
画
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
対
話
集
会
が
効
果
的
だ

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

　
　
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
町
を

作
っ
て
い
く
の
が
私
の
信
条
で
あ
る
。

菊
陽
町
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
が
心

を
満
た
し
、
人
生
を
楽
し
む
た
め
に
、

町
の
魅
力
を
高
め
、
人
々
が
感
動
を

分
か
ち
合
い
、
満
足
の
い
く
未
来
と

な
る
よ
う
、
対
話
を
通
し
て
、
そ
の

実
現
を
め
ざ
す
所
存
で
あ
る
。

　
　
菊
陽
町
に
は
、
１
，
０
０
０
人

近
く
の
外
国
籍
の
人
た
ち
が
居
住
し

て
い
る
が
、
多
文
化
共
生
の
た
め
に

町
は
何
を
し
て
い
る
か
。

　
　
多
文
化
共
生
連
絡
会
議
を
３
月

に
設
置
。
７
月
に
は
台
湾
宝
山
郷
と

友
好
交
流
協
定
を
結
ん
だ
。
外
国
人

相
談
窓
口
も
設
置
。
通
訳
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
、
お
よ
そ
20
カ
国

語
に
対
応
す
る
多
言
語
通
訳
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
、
外
国
人
生
活
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
、
ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル

な
ど
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
多
言
語
化

を
お
こ
な
っ
た
。
将
来
的
に
は
、
国

際
交
流
協
会
の
設
置
に
向
け
、
検
討

を
始
め
て
い
る
。

県
は
指
導
助
言
・
土
地
利
用

８
分
野
の
公
約
を
盛
り
込
む

対
話
こ
そ
信
条―

―

町
長

多
文
化
共
生
に
は
多
彩
な
施
策
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藤本 昭文 議員

町は防災機関・団体の、連携の要となるべきでは
防災関連団体の連携は取れていると断言する

Q

A

Q

QQ A A

Q A

A

AQ
　
　防
災
力
向
上
の
た
め
に
は
、
平

時
か
ら
、
防
災
に
関
わ
る
機
関
・
団

体
の
連
携
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、

現
状
は
、
十
分
連
携
で
き
て
い
る
と

は
思
え
な
い
。

　
災
害
時
、
各
機
関
・
団
体
が
機
能

的
に
連
携
し
、
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
た
め
に
は
、
町
が
主
体
と
な

り
、
様
々
な
災
害
を
想
定
し
た
連
携

に
つ
い
て
、
各
機
関
・
団
体
に
対
し

て
指
導
や
助
言
を
行
い
、
全
体
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
体
制
づ
く
り
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は

ど
う
か
。

　
　関
係
団
体
と
の
連
携
が
取
れ
て

い
る
と
断
言
す
る
。
防
災
力
向
上
の

た
め
に
は
、
関
係
機
関
等
と
日
頃
か

ら
連
携
を
図
る
関
係
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　
　防
災
に
関
わ
る
機
関
・
団
体
と

の
連
携
は
取
れ
て
い
る
と
の
回
答
だ

が
、
自
主
防
災
組
織
を
作
っ
て
お
ら

れ
る
行
政
区
・
自
治
会
の
役
員
さ
ん

か
ら
は
、
組
織
は
作
っ
た
も
の
の
、

災
害
時
の
役
割
分
担
が
分
ら
な
い
と

の
声
も
多
数
お
聞
き
す
る
が
、
町
で

は
、
自
主
防
災
組
織
を
は
じ
め
、
各

関
係
団
体
に
対
し
て
、
災
害
時
の
役

割
分
担
や
平
時
の
訓
練
な
ど
に
つ
い

て
も
指
導
や
、
相
談
な
ど
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
　防
災
会
議
な
ど
各
団
体
の
方
に

集
ま
っ
て
も
ら
い
、
災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
は
話
を
し
て
い
る
。

　ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に

つ
い
て
疑
問
を
お
持
ち
の
地
区
も
あ

る
の
で
、
相
談
を
受
け
た
場
合
は
、

助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
消
防
団
の
維
持
と
団
員
の
確
保

の
取
り
組
み
は
。

　
　消
防
団
と
協
力
し
て
団
員
の
確

保
に
努
め
る
。

　
　町
長
は
、
72
の
政
策
提
言
の
中

で
、
消
防
団
応
援
の
店
な
る
政
策
を

掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

　
全
国
的
に
も
消
防
団
員
の
減
少
は
、

非
常
に
大
き
な
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

地
域
防
災
の
要
と
言
え
る
消
防
団
が

全
国
で
は
、
こ
の
10
年
で
10
万
人
減

少
し
、
80
万
人
を
割
り
込
ん
で
い
る
。

菊
陽
町
に
お
い
て
も
、
消
防
団
員
不

足
は
顕
著
な
も
の
が
あ
り
、
定
数
４

６
０
名
に
対
し
て
３
６
２
名
と
、
実

に
98
名
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
町
長
が
提
唱
す
る

「
消
防
団
の
店
」
に
は
、
大
い
に
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　消
防
団
員
の
確
保
が
大
き
な
課

題
と
な
る
中
、
地
域
ぐ
る
み
で
消
防

団
員
を
応
援
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

町
長
の
72
の
政
策
提
言
の
中
で
、
菊

陽
町
消
防
団
応
援
の
店
を
掲
げ
て
い

る
。
現
在
、
実
施
要
項
の
作
成
に
取

り
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
先
に

ス
タ
ー
ト
し
た
菊
陽
町
ロ
ア
ッ
ソ
熊

本
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
に
協
力

い
た
だ
い
た
、
菊
陽
町
商
工
会
や
町

内
の
各
事
業
組
合
に
も
事
業
説
明
を

行
い
、
賛
同
団
体
を
募
っ
て
い
く
予

定
と
し
て
い
る
。

　
　ロ
ア
ッ
ソ
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
業
は
、
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の
公
式
戦

日
程
に
合
わ
せ
た
、
不
定
期
で
の
開

催
だ
と
思
う
が
、
菊
陽
町
消
防
団
応

援
の
店
事
業
は
通
年
で
の
実
施
が
必

要
と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
業
に

つ
い
て
、
賛
同
団
体
の
協
力
の
み
で

実
施
す
る
の
か
、
町
が
予
算
を
確
保

し
、
町
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
の

か
、
町
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　消
防
団
応
援
の
店
と
い
う
の
は
、

通
年
で
行
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
町
の

負
担
で
は
な
く
、
賛
同
い
た
だ
く
店

舗
の
努
力
で
や
っ
て
い
た
だ
く
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
啓
発

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
は
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

馬場 㓛世 議員

総合運動公園の整備計画はあるのか
菊陽杉並公園に周辺にスポーツ施設やグランド整備を考えている
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A

Q
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・教職員の働き方改革について

その他の質問

アーバンスポーツ

鼻ぐり井手

　
　
町
長
は
、
町
民
が
楽
し
め
る
総

合
運
動
公
園
の
整
備
を
提
言
さ
れ
て

い
る
が
、
整
備
計
画
が
あ
る
の
か
あ

る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
運
動
公

園
を
考
え
て
い
る
か
。

　ま
た
、
せ
っ
か
く
作
る
の
で
あ
れ

ば
、
ス
ケ
ボ
ー
や
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
多
種
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
が

あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
競
技
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
言
わ
な
い

が
全
国
大
会
が
で
き
る
よ
う
な
施
設

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
誰
も
が
住
み
や
す
い
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
憩
い
の
場
と
し

て
、
ま
た
新
た
な
観
光
、
に
ぎ
わ
い

の
拠
点
と
し
て
、
菊
陽
杉
並
木
公
園

周
辺
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
都
市
再
生
整
備
計
画
に
基
づ
く

交
付
金
を
活
用
し
て
整
備
を
進
め
て

い
く
。

　
都
市
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
国

と
協
議
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
り
施

設
の
中
身
に
つ
い
て
も
協
議
中
で
あ

る
。
菊
陽
町
は
、
観
光
施
設
が
非
常

に
少
な
い
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

も
立
派
な
観
光
資
源
で
あ
り
観
光
資

源
を
ぜ
ひ
菊
陽
町
に
呼
び
込
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
鼻
ぐ
り
井
手
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
が
見
学
者
の
方
か

ら
何
か
記
念
に
な
る
も
の
は
な
い
か

と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
の
こ

と
か
ら
、
鼻
ぐ
り
井
手
の
見
学
者
に

対
し
て
記
念
品
や
土
産
品
の
開
発
は

考
え
て
い
な
い
か
。

　
　
正
式
に
は
、
馬
場
楠
井
手
鼻
ぐ

り
で
あ
る
。
通
称
こ
の
鼻
ぐ
り
井
手

は
、
農
業
用
か
ん
が
い
施
設
と
し
て
、

世
界
か
ん
が
い
遺
産
、
施
設
遺
産
と

し
て
登
録
さ
れ
、
大
変
注
目
さ
れ
て

い
る
。
鼻
ぐ
り
井
手
の
文
化
財
と
し

て
の
Ｐ
Ｒ
や
認
知
度
向
上
に
お
い
て

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
様

の
丁
寧
な
説
明
、
鼻
ぐ
り
井
手
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
見
学
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
な
ど
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
特
産
品
と
し
た
記
念
品
、

土
産
品
の
開
発
に
は
、
一
定
の
費
用

や
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
と
な
る
。
需

要
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
赤
字
に
な

る
。
販
売
方
法
や
販
売
場
所
な
ど
も

課
題
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
鼻
ぐ

り
井
手
に
特
化
し
た
記
念
品
や
土
産

品
の
開
発
は
考
え
て
い
な
い
。
町
全

体
と
し
て
土
産
品
な
ど
特
産
品
は
考

え
て
い
る
。

　
　以
前
有
名
な
人
が
描
か
れ
た
イ

ラ
ス
ト
入
り
の
ニ
ン
ジ
ン
焼
酎
が
販

売
さ
れ
て
い
た
が
い
つ
の
ま
に
か
消

え
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
う
一
度
復
活

で
き
な
い
か
。

　
　
今
農
政
課
で
は
、「
ご
ろ
っ
と
！

に
ん
じ
ん
カ
レ
ー
」
を
開
発
し
た
。

年
々
味
を
改
良
し
て
、
食
べ
や
す
く
、

お
い
し
い
も
の
に
変
え
て
い
る
。
特

産
品
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
菊
陽
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
商
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
に
は

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
鼻
ぐ
り
井
手
の
見
学
コ
ー
ス
に

つ
い
て
イ
ベ
ン
ト
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
が
丁
寧
に
説
明

を
さ
れ
て
い
る
が
、
危
険
個
所
の
整

備
と
樹
木
が
非
常
に
繁
茂
し
て
お
り

伐
採
で
き
な
い
か
。

　
　
見
学
コ
ー
ス
の
中
で
中
須
山
に

つ
い
て
は
安
全
上
の
問
題
を
考
慮
し
、

イ
ベ
ン
ト
時
の
限
定
的
開
放
や
要
望

が
あ
っ
た
と
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
に
よ
る
引
率
を
伴
う
見
学
を
行
っ

て
い
る
。
中
須
山
の
管
理
用
道
路
の

う
ち
、
井
出
を
渡
る
橋
や
通
路
の
木

製
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
設
置
か
ら

20
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
み
ら
れ

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
安
心

し
て
案
内
で
き
る
よ
う
随
時
修
理
し
、

安
全
対
策
を
行
う
。

　
樹
木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
鼻
ぐ

り
井
手
そ
の
も
の
が
指
定
さ
れ
て
い

る
面
積
が
１
万
５
千
平
米
も
あ
り
管

理
す
る
部
分
で
き
ち
っ
と
見
せ
た
い

必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
伐
採
を
考

え
て
い
る
。

12No.118

一   般   質   問



藤本 昭文 議員

町は防災機関・団体の、連携の要となるべきでは
防災関連団体の連携は取れていると断言する
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　防
災
力
向
上
の
た
め
に
は
、
平

時
か
ら
、
防
災
に
関
わ
る
機
関
・
団

体
の
連
携
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、

現
状
は
、
十
分
連
携
で
き
て
い
る
と

は
思
え
な
い
。

　
災
害
時
、
各
機
関
・
団
体
が
機
能

的
に
連
携
し
、
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
た
め
に
は
、
町
が
主
体
と
な

り
、
様
々
な
災
害
を
想
定
し
た
連
携

に
つ
い
て
、
各
機
関
・
団
体
に
対
し

て
指
導
や
助
言
を
行
い
、
全
体
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
体
制
づ
く
り
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は

ど
う
か
。

　
　関
係
団
体
と
の
連
携
が
取
れ
て

い
る
と
断
言
す
る
。
防
災
力
向
上
の

た
め
に
は
、
関
係
機
関
等
と
日
頃
か

ら
連
携
を
図
る
関
係
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　
　防
災
に
関
わ
る
機
関
・
団
体
と

の
連
携
は
取
れ
て
い
る
と
の
回
答
だ

が
、
自
主
防
災
組
織
を
作
っ
て
お
ら

れ
る
行
政
区
・
自
治
会
の
役
員
さ
ん

か
ら
は
、
組
織
は
作
っ
た
も
の
の
、

災
害
時
の
役
割
分
担
が
分
ら
な
い
と

の
声
も
多
数
お
聞
き
す
る
が
、
町
で

は
、
自
主
防
災
組
織
を
は
じ
め
、
各

関
係
団
体
に
対
し
て
、
災
害
時
の
役

割
分
担
や
平
時
の
訓
練
な
ど
に
つ
い

て
も
指
導
や
、
相
談
な
ど
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
　防
災
会
議
な
ど
各
団
体
の
方
に

集
ま
っ
て
も
ら
い
、
災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
は
話
を
し
て
い
る
。

　ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に

つ
い
て
疑
問
を
お
持
ち
の
地
区
も
あ

る
の
で
、
相
談
を
受
け
た
場
合
は
、

助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
消
防
団
の
維
持
と
団
員
の
確
保

の
取
り
組
み
は
。

　
　消
防
団
と
協
力
し
て
団
員
の
確

保
に
努
め
る
。

　
　町
長
は
、
72
の
政
策
提
言
の
中

で
、
消
防
団
応
援
の
店
な
る
政
策
を

掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

　
全
国
的
に
も
消
防
団
員
の
減
少
は
、

非
常
に
大
き
な
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

地
域
防
災
の
要
と
言
え
る
消
防
団
が

全
国
で
は
、
こ
の
10
年
で
10
万
人
減

少
し
、
80
万
人
を
割
り
込
ん
で
い
る
。

菊
陽
町
に
お
い
て
も
、
消
防
団
員
不

足
は
顕
著
な
も
の
が
あ
り
、
定
数
４

６
０
名
に
対
し
て
３
６
２
名
と
、
実

に
98
名
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
町
長
が
提
唱
す
る

「
消
防
団
の
店
」
に
は
、
大
い
に
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　消
防
団
員
の
確
保
が
大
き
な
課

題
と
な
る
中
、
地
域
ぐ
る
み
で
消
防

団
員
を
応
援
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

町
長
の
72
の
政
策
提
言
の
中
で
、
菊

陽
町
消
防
団
応
援
の
店
を
掲
げ
て
い

る
。
現
在
、
実
施
要
項
の
作
成
に
取

り
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
先
に

ス
タ
ー
ト
し
た
菊
陽
町
ロ
ア
ッ
ソ
熊

本
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
に
協
力

い
た
だ
い
た
、
菊
陽
町
商
工
会
や
町

内
の
各
事
業
組
合
に
も
事
業
説
明
を

行
い
、
賛
同
団
体
を
募
っ
て
い
く
予

定
と
し
て
い
る
。

　
　ロ
ア
ッ
ソ
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
業
は
、
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の
公
式
戦

日
程
に
合
わ
せ
た
、
不
定
期
で
の
開

催
だ
と
思
う
が
、
菊
陽
町
消
防
団
応

援
の
店
事
業
は
通
年
で
の
実
施
が
必

要
と
考
え
る
。
ま
た
、
こ
の
事
業
に

つ
い
て
、
賛
同
団
体
の
協
力
の
み
で

実
施
す
る
の
か
、
町
が
予
算
を
確
保

し
、
町
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
の

か
、
町
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　消
防
団
応
援
の
店
と
い
う
の
は
、

通
年
で
行
う
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
町
の

負
担
で
は
な
く
、
賛
同
い
た
だ
く
店

舗
の
努
力
で
や
っ
て
い
た
だ
く
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
啓
発

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
は
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

馬場 㓛世 議員

総合運動公園の整備計画はあるのか
菊陽杉並公園に周辺にスポーツ施設やグランド整備を考えている

Q

A

Q

QA

QAQA

A

・教職員の働き方改革について

その他の質問

アーバンスポーツ

鼻ぐり井手

　
　
町
長
は
、
町
民
が
楽
し
め
る
総

合
運
動
公
園
の
整
備
を
提
言
さ
れ
て

い
る
が
、
整
備
計
画
が
あ
る
の
か
あ

る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
運
動
公

園
を
考
え
て
い
る
か
。

　ま
た
、
せ
っ
か
く
作
る
の
で
あ
れ

ば
、
ス
ケ
ボ
ー
や
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
多
種
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
が

あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
競
技
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
言
わ
な
い

が
全
国
大
会
が
で
き
る
よ
う
な
施
設

を
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
誰
も
が
住
み
や
す
い
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
憩
い
の
場
と
し

て
、
ま
た
新
た
な
観
光
、
に
ぎ
わ
い

の
拠
点
と
し
て
、
菊
陽
杉
並
木
公
園

周
辺
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
都
市
再
生
整
備
計
画
に
基
づ
く

交
付
金
を
活
用
し
て
整
備
を
進
め
て

い
く
。

　
都
市
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
国

と
協
議
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
り
施

設
の
中
身
に
つ
い
て
も
協
議
中
で
あ

る
。
菊
陽
町
は
、
観
光
施
設
が
非
常

に
少
な
い
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

も
立
派
な
観
光
資
源
で
あ
り
観
光
資

源
を
ぜ
ひ
菊
陽
町
に
呼
び
込
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
鼻
ぐ
り
井
手
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
が
見
学
者
の
方
か

ら
何
か
記
念
に
な
る
も
の
は
な
い
か

と
尋
ね
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
の
こ

と
か
ら
、
鼻
ぐ
り
井
手
の
見
学
者
に

対
し
て
記
念
品
や
土
産
品
の
開
発
は

考
え
て
い
な
い
か
。

　
　
正
式
に
は
、
馬
場
楠
井
手
鼻
ぐ

り
で
あ
る
。
通
称
こ
の
鼻
ぐ
り
井
手

は
、
農
業
用
か
ん
が
い
施
設
と
し
て
、

世
界
か
ん
が
い
遺
産
、
施
設
遺
産
と

し
て
登
録
さ
れ
、
大
変
注
目
さ
れ
て

い
る
。
鼻
ぐ
り
井
手
の
文
化
財
と
し

て
の
Ｐ
Ｒ
や
認
知
度
向
上
に
お
い
て

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
様

の
丁
寧
な
説
明
、
鼻
ぐ
り
井
手
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
見
学
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
な
ど
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
特
産
品
と
し
た
記
念
品
、

土
産
品
の
開
発
に
は
、
一
定
の
費
用

や
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
と
な
る
。
需

要
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
赤
字
に
な

る
。
販
売
方
法
や
販
売
場
所
な
ど
も

課
題
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
鼻
ぐ

り
井
手
に
特
化
し
た
記
念
品
や
土
産

品
の
開
発
は
考
え
て
い
な
い
。
町
全

体
と
し
て
土
産
品
な
ど
特
産
品
は
考

え
て
い
る
。

　
　以
前
有
名
な
人
が
描
か
れ
た
イ

ラ
ス
ト
入
り
の
ニ
ン
ジ
ン
焼
酎
が
販

売
さ
れ
て
い
た
が
い
つ
の
ま
に
か
消

え
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
う
一
度
復
活

で
き
な
い
か
。

　
　
今
農
政
課
で
は
、「
ご
ろ
っ
と
！

に
ん
じ
ん
カ
レ
ー
」
を
開
発
し
た
。

年
々
味
を
改
良
し
て
、
食
べ
や
す
く
、

お
い
し
い
も
の
に
変
え
て
い
る
。
特

産
品
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
菊
陽
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
商
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
に
は

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
鼻
ぐ
り
井
手
の
見
学
コ
ー
ス
に

つ
い
て
イ
ベ
ン
ト
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
が
丁
寧
に
説
明

を
さ
れ
て
い
る
が
、
危
険
個
所
の
整

備
と
樹
木
が
非
常
に
繁
茂
し
て
お
り

伐
採
で
き
な
い
か
。

　
　
見
学
コ
ー
ス
の
中
で
中
須
山
に

つ
い
て
は
安
全
上
の
問
題
を
考
慮
し
、

イ
ベ
ン
ト
時
の
限
定
的
開
放
や
要
望

が
あ
っ
た
と
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
に
よ
る
引
率
を
伴
う
見
学
を
行
っ

て
い
る
。
中
須
山
の
管
理
用
道
路
の

う
ち
、
井
出
を
渡
る
橋
や
通
路
の
木

製
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
設
置
か
ら

20
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
み
ら
れ

る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
安
心

し
て
案
内
で
き
る
よ
う
随
時
修
理
し
、

安
全
対
策
を
行
う
。

　
樹
木
の
伐
採
に
つ
い
て
は
、
鼻
ぐ

り
井
手
そ
の
も
の
が
指
定
さ
れ
て
い

る
面
積
が
１
万
５
千
平
米
も
あ
り
管

理
す
る
部
分
で
き
ち
っ
と
見
せ
た
い

必
要
な
部
分
に
つ
い
て
は
伐
採
を
考

え
て
い
る
。
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布田 　悟 議員

国民保護法に基づく当町の取り組みは
国民保護計画の見直しを行い、住民避難誘導計画作成に取りかかる

Q

A

熊本から世界へ

QQQQ

Q AA

Q

Q

A

A

AAA

北
朝
鮮
に
よ
る

日
本
人
拉
致
問
題
に
つ
い
て

　
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
第
二
工
場
誘
致
の

目
的
と
理
由
は
何
か
。

　
　
国
の
経
済
安
全
保
障
へ
の
貢
献
、

数
兆
円
と
言
わ
れ
る
経
済
効
果
だ
け

で
な
く
、
町
内
事
業
者
や
地
域
の
活

性
化
、
雇
用
創
出
、
企
業
立
地
の
相

乗
効
果
、
税
収
増
加
に
よ
る
財
源
確

保
な
ど
。

　　
　
外
国
人
の
公
共
施
設
や
店
舗
の

利
用
に
お
き
、
英
語
、
中
国
語
、
韓

国
語
な
ど
に
よ
る
利
用
の
仕
方
や
店

の
案
内
な
ど
の
表
示
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
ど
う
か
。

　
　
現
在
は
各
店
舗
な
ど
で
は
ア
プ

リ
に
よ
る
多
言
語
化
対
応
を
し
て
い

る
と
聞
く
が
、
町
と
し
て
も
商
工
会

な
ど
を
通
じ
、
何
ら
か
の
支
援
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
雇
用
の
場
の
創
出
が
期
待
さ
れ

る
が
、
町
内
の
中
学
生
も
菊
陽
で
働

き
、
生
活
し
た
い
と
子
ど
も
議
会
で

要
望
し
て
い
る
。
ど
う
思
う
か
。

　
　
高
レ
ベ
ル
の
知
識
を
得
る
た
め

に
学
力
の
底
上
げ
が
必
要
だ
。
英
語

教
育
の
充
実
、
国
際
社
会
に
通
用
で

き
る
人
材
育
成
が
必
要
。

　
菊
陽
で
就
業
で
き
る
受
皿
づ
く
り

の
た
め
に
も
多
種
企
業
の
誘
致
は
必

要
で
あ
る
。

　
　
第
二
工
場
の
誘
致
は
、
ま
す
ま

す
住
民
生
活
や
子
供
の
通
学
な
ど
に

お
け
る
普
段
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
。

ど
う
対
処
す
る
か
。

　
　「
地
域
産
業
構
造
転
換
イ
ン
フ

ラ
整
備
推
進
交
付
金
」
を
活
用
し
た

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進
し
、
企
業
の

時
差
出
勤
、
セ
ミ
コ
ン
通
勤
バ
ス
の

輸
送
力
強
化
、
通
勤
者
へ
の
注
意
喚

起
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開
や
、

生
活
道
路
へ
の
通
勤
車
両
の
抑
制
を

図
り
、
住
民
生
活
の
安
全
を
確
保
し

て
い
く
。

　
　
今
ま
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
た

交
通
渋
滞
問
題
や
水
の
問
題
な
ど
に

関
係
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
の
進
出
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
事
は
評
価
さ
れ
る
。

　
そ
の
整
備
は
周
辺
市
町
村
と
一
体

と
な
っ
た
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
構
想
の

中
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　熊
本
地
震
か
ら
の
創
造
的
復
興

の
核
と
し
て
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
構
想

が
あ
っ
た
。
先
般
出
た
「
新
大
空
港

構
想
」
の
中
で
は
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ

パ
ー
ク
を
核
と
し
て
広
い
意
味
で
の

大
空
港
構
想
の
エ
リ
ア
の
中
で
、
今

後
の
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州
の

復
活
と
い
う
も
の
が
進
む
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
　
拉
致
被
害
者
の
横
田
め
ぐ
み
さ

ん
が
中
学
１
年
生
の
と
き
新
潟
市
内

の
自
宅
付
近
で
北
朝
鮮
工
作
員
に
拉

致
さ
れ
て
46
年
が
過
ぎ
た
。

　
当
町
に
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致

被
害
者
で
九
州
学
院
出
身
の
松
木
薫

さ
ん
の
姉
斎
藤
文
代
さ
ん
が
生
活
さ

れ
て
い
る
が
過
去
に
は
区
長
会
か
ら

の
要
請
で
ご
家
族
へ
の
支
援
も
あ
っ

た
よ
う
だ
。

　
私
も
年
に
３
回
ほ
ど
熊
本
市
内
中

心
に
拉
致
被
害
者
救
済
に
向
け
て
の

署
名
活
動
を
し
て
い
る
が
、
若
者
た

ち
の
無
関
心
さ
が
目
立
つ
。

　
拉
致
問
題
は
、
北
朝
鮮
と
い
う

「
国
家
に
よ
る
人
権
侵
害
」
の
最
た

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
へ
の
認

識
・
啓
蒙
活
動
は
如
何
か
。

　
　
人
権
学
習
の
中
で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
め
ぐ
み
」
の
視
聴
や
外
務
省
や
拉

致
問
題
対
策
本
部
作
成
の
資
料
を
用

い
た
社
会
科
の
中
で
、
北
朝
鮮
に
よ

る
日
本
人
拉
致
問
題
は
、
重
大
な
人

権
侵
害
で
あ
る
と
の
認
識
を
深
め
、

人
権
尊
重
の
意
識
や
態
度
を
育
て
る

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
尚
、
ア
ニ
メ

の
視
聴
に
つ
い
て
は
校
長
会
も
含
め

１
０
０
％
達
成
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す

る
法
律
」
は
平
成
16
年
に
成
立
・
交

付
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
国
民

保
護
法
」
は
、
有
事
の
際
の
地
方
自

治
体
の
取
組
と
し
て
、
住
民
の
避
難

措
置
や
災
害
へ
の
対
処
な
ど
に
つ
き

国
民
保
護
の
計
画
を
立
案
・
整
備
す

る
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
町
の
取

組
は
。

　
　
国
民
保
護
に
お
け
る
町
の
役

割
は
、
武
力
攻
撃
や
テ
ロ
等
事
案

認
定
時
に
、
国
の
指
定
で
対
策
本

部
を
設
置
し
、
町
長
が
本
部
長
と

し
て
総
合
調
整
を
行
い
、
警
報
通

知
避
難
誘
導
、
安
否
確
認
・
救
援
、

武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
、
住
民

生
活
の
安
定
・
復
旧
な
ど
を
措
置

す
る
事
で
あ
る
。

　
防
災
行
政
無
線
を
活
用
し
た
全

国
瞬
時
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
情
報
伝
達
訓

練
は
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の
避
難
行

動
に
つ
い
て
は
住
民
へ
の
周
知
が

不
足
し
て
い
る
の
で
、
広
報
誌
へ

の
記
事
記
載
を
行
い
、
自
治
会
、

学
校
な
ど
で
の
避
難
訓
練
も
習
慣

化
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

鬼塚 　洋 議員

本町独自で防犯カメラを直接設置すべき
設置主体や設置方法について、検討や協議を始めている
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・商店街等の活性化に向けた本町
　の支援状況
・商店街等に対する支援の拡充

その他の質問

防犯カメラをもっと町に！

防犯カメラ
言わずと

知れた

防犯の

「砦」
と り で

最近は性能もアップし、

犯罪抑止や

証拠保全に

大いに役立っています。

４２件中

１０件に

とどまって
います。

（本年度）

ただ、地域からの設置申請で、

町による補助（※）
がでたのは、
（※防犯協会を通じて、

上限５０万円を支給）

防犯の

しかし、本議会で町長は、

町独自での防犯

カメラの設置を

協議していく
と答弁されており、今後、

防犯カメラ設置の充実

が期待されます。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
有
用
性
に
つ
い

て
本
町
の
認
識
は
。

　
　
早
期
の
事
件
解
決
や
交
通
事
故

対
策
等
、
極
め
て
有
効
な
防
犯
力
向

上
の
ツ
ー
ル
と
考
え
て
い
る
。

　
　
本
町
に
対
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
の
要
望
や
申
請
状
況
は
。

　
　
本
町
で
は
、
大
津
地
区
防
犯
連

合
協
会
連
合
会
を
通
じ
て
、
間
接
的

に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
を
補
助

し
て
お
り
、
本
年
度
は
42
件
の
申
請

に
対
し
て
、
10
件
の
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。

　
　今
後
、
補
助
件
数
を
増
や
す
か
、

本
町
独
自
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
直
接
設

置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
連
合
会
に
お
い
て
は
、
業
務
負

担
等
の
制
約
も
あ
り
、
補
助
件
数
の

増
加
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
町
と
し

て
も
、
補
助
件
数
が
少
な
い
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
、
現
在
、
町
独
自
で

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
で
き
る
よ
う
、

設
置
主
体
や
設
置
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
検
討
・
協
議
を
始
め
て
い
る
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
に
つ

い
て
、
ど
の
程
度
、
自
治
会
や
地
域

住
民
に
共
有
で
き
て
い
る
か
。

　
　
当
該
自
治
会
内
で
の
情
報
共
有

は
で
き
て
い
る
が
、
町
全
体
に
お
け

る
設
置
場
所
の
公
表
は
し
て
い
な
い
。

　
　空
家
等
対
策
計
画
の
取
り
組
み

状
況
と
課
題
は
。

　
　
目
標
値
に
達
し
て
い
な
い
点
に

つ
い
て
、
今
後
、
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
く
。

　
　本
町
の
空
家
等
対
策
計
画
が
本

年
、
最
終
年
度
を
迎
え
る
が
、
具
体

的
な
目
標
値
に
照
ら
し
、
①
空
家
等

の
発
生
予
防
、
②
空
家
等
の
利
活
用

の
促
進
、
支
援
、
③
管
理
不
全
や
空

家
等
の
解
消
へ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
①
町
民
か
ら
の
相
談
が
少
な
く
、

今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。
②
現
状
、
利
活
用
の

実
績
が
な
く
、
今
後
は
空
家
バ
ン
ク

制
度
の
創
設
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
く
。
③
空
家
等
の
所
有
者
の
特

定
や
文
書
に
よ
る
指
導
の
甲
斐
も
あ

り
、
現
在
、
本
町
に
は
特
定
空
家
等

に
該
当
す
る
建
物
は
な
い
。

　
　空
家
等
に
関
す
る
課
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　本
町
の
空
家
率
は
3.4
％
と
、
全

国
や
熊
本
県
の
平
均
と
比
べ
て
か
な
り

低
い
。
し
か
し
、
本
町
で
は
、
空
家
等

の
適
切
な
管
理
及
び
利
活
用
が
で
き
る

民
間
事
業
者
と
の
連
携
体
制
が
構
築
で

き
て
お
ら
ず
、
今
後
、
空
家
対
策
協
議

会
を
開
催
し
、
様
々
な
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状

況
と
、
今
後
の
増
員
は
。

　
　現
在
、
２
名
の
隊
員
を
選
任
し

て
お
り
、
今
後
、
必
要
に
応
じ
て
増

員
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　昨
年
よ
り
２
名
の
隊
員
を
選
任

し
、
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
活
動
や
、
農

産
物
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
等
の
業
務
を

任
せ
て
い
る
。

　
　外
国
籍
の
住
民
の
増
加
を
踏
ま

え
、
多
文
化
交
流
の
点
か
ら
も
隊
員

を
増
員
で
き
な
い
か
。

　
　今
後
、
本
町
の
催
し
事
の
実
施

状
況
を
踏
ま
え
、
増
員
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
く
。
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布田 　悟 議員

国民保護法に基づく当町の取り組みは
国民保護計画の見直しを行い、住民避難誘導計画作成に取りかかる
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北
朝
鮮
に
よ
る

日
本
人
拉
致
問
題
に
つ
い
て

　
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
の
第
二
工
場
誘
致
の

目
的
と
理
由
は
何
か
。

　
　
国
の
経
済
安
全
保
障
へ
の
貢
献
、

数
兆
円
と
言
わ
れ
る
経
済
効
果
だ
け

で
な
く
、
町
内
事
業
者
や
地
域
の
活

性
化
、
雇
用
創
出
、
企
業
立
地
の
相

乗
効
果
、
税
収
増
加
に
よ
る
財
源
確

保
な
ど
。

　　
　
外
国
人
の
公
共
施
設
や
店
舗
の

利
用
に
お
き
、
英
語
、
中
国
語
、
韓

国
語
な
ど
に
よ
る
利
用
の
仕
方
や
店

の
案
内
な
ど
の
表
示
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
ど
う
か
。

　
　
現
在
は
各
店
舗
な
ど
で
は
ア
プ

リ
に
よ
る
多
言
語
化
対
応
を
し
て
い

る
と
聞
く
が
、
町
と
し
て
も
商
工
会

な
ど
を
通
じ
、
何
ら
か
の
支
援
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
雇
用
の
場
の
創
出
が
期
待
さ
れ

る
が
、
町
内
の
中
学
生
も
菊
陽
で
働

き
、
生
活
し
た
い
と
子
ど
も
議
会
で

要
望
し
て
い
る
。
ど
う
思
う
か
。

　
　
高
レ
ベ
ル
の
知
識
を
得
る
た
め

に
学
力
の
底
上
げ
が
必
要
だ
。
英
語

教
育
の
充
実
、
国
際
社
会
に
通
用
で

き
る
人
材
育
成
が
必
要
。

　
菊
陽
で
就
業
で
き
る
受
皿
づ
く
り

の
た
め
に
も
多
種
企
業
の
誘
致
は
必

要
で
あ
る
。

　
　
第
二
工
場
の
誘
致
は
、
ま
す
ま

す
住
民
生
活
や
子
供
の
通
学
な
ど
に

お
け
る
普
段
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
。

ど
う
対
処
す
る
か
。

　
　「
地
域
産
業
構
造
転
換
イ
ン
フ

ラ
整
備
推
進
交
付
金
」
を
活
用
し
た

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進
し
、
企
業
の

時
差
出
勤
、
セ
ミ
コ
ン
通
勤
バ
ス
の

輸
送
力
強
化
、
通
勤
者
へ
の
注
意
喚

起
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
の
展
開
や
、

生
活
道
路
へ
の
通
勤
車
両
の
抑
制
を

図
り
、
住
民
生
活
の
安
全
を
確
保
し

て
い
く
。

　
　
今
ま
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
た

交
通
渋
滞
問
題
や
水
の
問
題
な
ど
に

関
係
す
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
の
進
出
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
事
は
評
価
さ
れ
る
。

　
そ
の
整
備
は
周
辺
市
町
村
と
一
体

と
な
っ
た
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
構
想
の

中
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　熊
本
地
震
か
ら
の
創
造
的
復
興

の
核
と
し
て
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
構
想

が
あ
っ
た
。
先
般
出
た
「
新
大
空
港

構
想
」
の
中
で
は
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ

パ
ー
ク
を
核
と
し
て
広
い
意
味
で
の

大
空
港
構
想
の
エ
リ
ア
の
中
で
、
今

後
の
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州
の

復
活
と
い
う
も
の
が
進
む
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
　
拉
致
被
害
者
の
横
田
め
ぐ
み
さ

ん
が
中
学
１
年
生
の
と
き
新
潟
市
内

の
自
宅
付
近
で
北
朝
鮮
工
作
員
に
拉

致
さ
れ
て
46
年
が
過
ぎ
た
。

　
当
町
に
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致

被
害
者
で
九
州
学
院
出
身
の
松
木
薫

さ
ん
の
姉
斎
藤
文
代
さ
ん
が
生
活
さ

れ
て
い
る
が
過
去
に
は
区
長
会
か
ら

の
要
請
で
ご
家
族
へ
の
支
援
も
あ
っ

た
よ
う
だ
。

　
私
も
年
に
３
回
ほ
ど
熊
本
市
内
中

心
に
拉
致
被
害
者
救
済
に
向
け
て
の

署
名
活
動
を
し
て
い
る
が
、
若
者
た

ち
の
無
関
心
さ
が
目
立
つ
。

　
拉
致
問
題
は
、
北
朝
鮮
と
い
う

「
国
家
に
よ
る
人
権
侵
害
」
の
最
た

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
へ
の
認

識
・
啓
蒙
活
動
は
如
何
か
。

　
　
人
権
学
習
の
中
で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
め
ぐ
み
」
の
視
聴
や
外
務
省
や
拉

致
問
題
対
策
本
部
作
成
の
資
料
を
用

い
た
社
会
科
の
中
で
、
北
朝
鮮
に
よ

る
日
本
人
拉
致
問
題
は
、
重
大
な
人

権
侵
害
で
あ
る
と
の
認
識
を
深
め
、

人
権
尊
重
の
意
識
や
態
度
を
育
て
る

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
尚
、
ア
ニ
メ

の
視
聴
に
つ
い
て
は
校
長
会
も
含
め

１
０
０
％
達
成
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す

る
法
律
」
は
平
成
16
年
に
成
立
・
交

付
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
国
民

保
護
法
」
は
、
有
事
の
際
の
地
方
自

治
体
の
取
組
と
し
て
、
住
民
の
避
難

措
置
や
災
害
へ
の
対
処
な
ど
に
つ
き

国
民
保
護
の
計
画
を
立
案
・
整
備
す

る
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
町
の
取

組
は
。

　
　
国
民
保
護
に
お
け
る
町
の
役

割
は
、
武
力
攻
撃
や
テ
ロ
等
事
案

認
定
時
に
、
国
の
指
定
で
対
策
本

部
を
設
置
し
、
町
長
が
本
部
長
と

し
て
総
合
調
整
を
行
い
、
警
報
通

知
避
難
誘
導
、
安
否
確
認
・
救
援
、

武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
、
住
民

生
活
の
安
定
・
復
旧
な
ど
を
措
置

す
る
事
で
あ
る
。

　
防
災
行
政
無
線
を
活
用
し
た
全

国
瞬
時
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
情
報
伝
達
訓

練
は
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
落
下
時
の
避
難
行

動
に
つ
い
て
は
住
民
へ
の
周
知
が

不
足
し
て
い
る
の
で
、
広
報
誌
へ

の
記
事
記
載
を
行
い
、
自
治
会
、

学
校
な
ど
で
の
避
難
訓
練
も
習
慣

化
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

鬼塚 　洋 議員

本町独自で防犯カメラを直接設置すべき
設置主体や設置方法について、検討や協議を始めている
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・商店街等の活性化に向けた本町
　の支援状況
・商店街等に対する支援の拡充

その他の質問

防犯カメラをもっと町に！

防犯カメラ
言わずと

知れた

防犯の

「砦」
と り で

最近は性能もアップし、

犯罪抑止や

証拠保全に

大いに役立っています。

４２件中

１０件に

とどまって
います。

（本年度）

ただ、地域からの設置申請で、

町による補助（※）
がでたのは、
（※防犯協会を通じて、

上限５０万円を支給）

防犯の

しかし、本議会で町長は、

町独自での防犯

カメラの設置を

協議していく
と答弁されており、今後、

防犯カメラ設置の充実

が期待されます。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
有
用
性
に
つ
い

て
本
町
の
認
識
は
。

　
　
早
期
の
事
件
解
決
や
交
通
事
故

対
策
等
、
極
め
て
有
効
な
防
犯
力
向

上
の
ツ
ー
ル
と
考
え
て
い
る
。

　
　
本
町
に
対
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
の
要
望
や
申
請
状
況
は
。

　
　
本
町
で
は
、
大
津
地
区
防
犯
連

合
協
会
連
合
会
を
通
じ
て
、
間
接
的

に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
を
補
助

し
て
お
り
、
本
年
度
は
42
件
の
申
請

に
対
し
て
、
10
件
の
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。

　
　今
後
、
補
助
件
数
を
増
や
す
か
、

本
町
独
自
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
直
接
設

置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
連
合
会
に
お
い
て
は
、
業
務
負

担
等
の
制
約
も
あ
り
、
補
助
件
数
の

増
加
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
町
と
し

て
も
、
補
助
件
数
が
少
な
い
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
、
現
在
、
町
独
自
で

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
で
き
る
よ
う
、

設
置
主
体
や
設
置
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
検
討
・
協
議
を
始
め
て
い
る
。

　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
に
つ

い
て
、
ど
の
程
度
、
自
治
会
や
地
域

住
民
に
共
有
で
き
て
い
る
か
。

　
　
当
該
自
治
会
内
で
の
情
報
共
有

は
で
き
て
い
る
が
、
町
全
体
に
お
け

る
設
置
場
所
の
公
表
は
し
て
い
な
い
。

　
　空
家
等
対
策
計
画
の
取
り
組
み

状
況
と
課
題
は
。

　
　
目
標
値
に
達
し
て
い
な
い
点
に

つ
い
て
、
今
後
、
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
く
。

　
　本
町
の
空
家
等
対
策
計
画
が
本

年
、
最
終
年
度
を
迎
え
る
が
、
具
体

的
な
目
標
値
に
照
ら
し
、
①
空
家
等

の
発
生
予
防
、
②
空
家
等
の
利
活
用

の
促
進
、
支
援
、
③
管
理
不
全
や
空

家
等
の
解
消
へ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
①
町
民
か
ら
の
相
談
が
少
な
く
、

今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
啓
発
を

行
っ
て
い
く
。
②
現
状
、
利
活
用
の

実
績
が
な
く
、
今
後
は
空
家
バ
ン
ク

制
度
の
創
設
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
く
。
③
空
家
等
の
所
有
者
の
特

定
や
文
書
に
よ
る
指
導
の
甲
斐
も
あ

り
、
現
在
、
本
町
に
は
特
定
空
家
等

に
該
当
す
る
建
物
は
な
い
。

　
　空
家
等
に
関
す
る
課
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　本
町
の
空
家
率
は
3.4
％
と
、
全

国
や
熊
本
県
の
平
均
と
比
べ
て
か
な
り

低
い
。
し
か
し
、
本
町
で
は
、
空
家
等

の
適
切
な
管
理
及
び
利
活
用
が
で
き
る

民
間
事
業
者
と
の
連
携
体
制
が
構
築
で

き
て
お
ら
ず
、
今
後
、
空
家
対
策
協
議

会
を
開
催
し
、
様
々
な
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状

況
と
、
今
後
の
増
員
は
。

　
　現
在
、
２
名
の
隊
員
を
選
任
し

て
お
り
、
今
後
、
必
要
に
応
じ
て
増

員
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　昨
年
よ
り
２
名
の
隊
員
を
選
任

し
、
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
活
動
や
、
農

産
物
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
等
の
業
務
を

任
せ
て
い
る
。

　
　外
国
籍
の
住
民
の
増
加
を
踏
ま

え
、
多
文
化
交
流
の
点
か
ら
も
隊
員

を
増
員
で
き
な
い
か
。

　
　今
後
、
本
町
の
催
し
事
の
実
施

状
況
を
踏
ま
え
、
増
員
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
く
。
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菊陽町の灌水の計画はどのように考えているのか
営農の合間に灌水事業を推進しながら、水稲作を推進していく

Q

A

QQ

QQ AA

QQ

A

AA

A 　
　
企
業
を
受
け
入
れ
る
菊
陽
町
で

の
灌
水
事
業
が
遅
く
な
っ
て
い
る
の

は
何
か
理
由
が
あ
る
の
か
。

　
　
本
町
に
お
け
る
冬
期
の
営
農
体

系
は
、
人
参
が
最
も
多
い
。
本
町
に

お
い
て
、
冬
期
灌
水
が
可
能
な
地
区

や
地
域
は
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な

い
。
本
町
で
は
、
営
農
の
合
間
の
灌

水
事
業
を
推
進
し
な
が
ら
、
水
稲
作

を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
水
循
環
型
営
農
推
進
事
業
は
ど

の
よ
う
に
見
直
し
て
い
る
の
か
。

　
　
水
循
環
協
議
会
で
地
下
水
涵
養

事
業
を
さ
ら
に
推
進
す
る
に
当
た
り
、

見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
１
つ
目
に
水
張
の
実
施
期
間
拡
大
。

冬
期
灌
水
が
11
月
１
日
〜
翌
年
２
月

末
ま
で
灌
水
を
実
施
で
き
る
よ
う
検

討
。

　
２
つ
目
は
、
助
成
金
額
を
引
き
上

げ
す
る
検
討
。

　
３
つ
目
は
、
水
稲
作
の
作
付
の
前

後
の
事
業
取
組
の
検
討
。

　
令
和
６
年
か
ら
取
り
組
め
る
よ
う

準
備
が
進
め
ら
れ
る
。

　
　自
主
防
災
組
織
と
防
災
士
、
地

域
と
結
び
つ
け
る
会
議
、
研
修
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
防
災
士
と
自
主
防
災
組
織
を
つ

な
げ
る
活
動
を
今
後
も
行
う
。

　
　
定
期
的
に
防
災
訓
練
、
避
難
訓

練
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
訓
練
に
防
災
士
が
加
わ
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
防
災
点
検
、
救
命

活
動
訓
練
に
プ
ラ
ス
と
な
り
、
総
合

的
な
訓
練
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

自
主
防
災
組
織
と
防
災
士
、
そ
れ
か

ら
地
域
の
区
長
と
の
会
議
を
す
べ
き

だ
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
自
主
防
災
組
織
は
、
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う

地
域
住
民
の
連
帯
感
に
基
づ
き
自
主

的
に
結
成
さ
れ
た
。
防
災
士
は
、
防

災
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
地
域

の
自
主
防
災
組
織
の
中
で
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
自
治
会
で
の
相
談
役

と
し
て
機
能
を
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
。
町
と
し
て
は
、
防
災
士
の
皆

さ
ん
に
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行

い
、
地
域
の
防
災
力
強
化
を
図
っ
て

も
ら
う
よ
う
、
防
災
士
と
自
主
防
災

組
織
を
つ
な
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い

く
。

　
　町
内
の
学
校
の
体
育
館
、
町
民

セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
の
洋
式
へ
の
整

備
は
。

　
　
早
期
に
整
備
し
て
い
く
。

　
　小
学
校
の
体
育
館
の
ト
イ
レ
が

和
式
で
困
っ
た
と
の
声
を
聞
き
、
町

内
の
全
て
の
施
設
の
整
備
状
況
を
調

査
し
た
。
町
民
セ
ン
タ
ー
で
も
整
備

が
必
要
な
施
設
が
あ
っ
た
が
、
町
は

ど
う
計
画
す
る
の
か
。

　
　
便
器
の
洋
式
化
が
未
整
備
の
菊

陽
西
小
学
校
は
先
行
工
事
と
し
て
令

和
６
年
度
に
洋
式
化
す
る
。

　
西
部
町
民
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
の

整
備
は
、
期
間
を
早
め
て
令
和
６
年

設
計
業
務
を
行
い
、
令
和
７
年
度
に

改
修
工
事
を
行
う
。

大津町瀬田地区灌水事業

小林くみ子 議員

給食無償化について、今後どう進めていくのか
給食費の無償化については、令和７年度から完全無償化にとりくむ

Q

A

Q

A

Q

A

AQQ A

制
度
の
紹
介

介護予防教室の様子

介護予防教室の様子

　
　
給
食
費
の
完
全
無
償
化
が
、
令

和
７
年
度
か
ら
実
施
予
定
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
歓
迎
で
あ
る
。
町
の

給
食
が
セ
ン
タ
ー
方
式
で
は
な
く
、

自
校
方
式
で
あ
る
こ
と
も
大
事
に
し

て
ほ
し
い
。
今
、
給
食
費
と
し
て
月

千
円
の
補
助
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

令
和
６
年
度
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
令
和
６
年
度
は
、
物
価
高
騰
に

よ
る
給
食
食
材
の
値
上
が
り
分
も
含

め
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
計
れ
る

よ
う
今
年
度
よ
り
手
厚
い
支
援
を
考

え
て
い
る
。
補
助
金
額
は
、
予
算
を

編
成
す
る
中
で
、
決
定
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
給
食
費
徴
収
の

公
会
計
化
に
つ
い
て
も
や
り
方
を
検

討
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
は
準
備

期
間
と
す
る
。

　　
　
給
食
費
無
償
化
の
財
源
は
、
従

来
通
り
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
当
初
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
考
え
て
い
た
が
、
総
務
省
の
制
度

の
転
換
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
で

は
む
ず
か
し
い
と
考
え
、
税
収
を
み

な
が
ら
い
ろ
ん
な
や
り
方
を
検
討
す

る
。

　
　
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
は
、
現
在
医
療
費
に
つ
い

て
は
、
償
還
払
い
（
役
場
に
医
療
費

助
成
の
申
請
が
必
要
）
方
式
に
な
っ

て
い
る
が
、
役
場
に
申
請
せ
ず
に
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
い
が
で
き

る
現
物
給
付
方
式
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
が
あ
り
、
変
更
で
き
な
い

か
。

　
　
健
康
保
険
な
ど
を
取
り
扱
っ
て

い
る
「
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
」
及
び
「
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
」「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
」
と
協
議
を
行
い
、
重
度
心
身

障
が
い
者
医
療
費
助
成
受
給
者
証
の

更
新
が
行
わ
れ
る
。
令
和
６
年
８
月

頃
に
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い

る
。

　
　

重
度
心
身
障
が
い
者
制
度
と
は

　
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
制
度
は
、

身
体
障
が
い
者
１
級
、
２
級
に
該
当

す
る
人
な
ど
重
度
の
障
害
を
お
持
ち

の
方
を
対
象
に
、
診
療
を
受
け
た
同

一
月
分
の
１
医
療
機
関
な
ど
に
つ
き
、

通
院
の
場
合
が
、
１
０
２
０
円
を
超

え
る
額
、
入
院
の
場
合
が
、
２
０
４

０
円
を
超
え
る
額
を
助
成
す
る
制
度

で
あ
る
。

　
　
介
護
保
険
は
、
い
ま
ま
で
赤
字

に
な
っ
て
い
な
い
。
介
護
保
険
の
ス

タ
ー
ト
時
に
は
、
約
３
千
円
の
保
険

料
だ
っ
た
が
、
次
期
の
改
定
時
に
５

千
９
６
１
円
に
な
れ
ば
ほ
ぼ
倍
に
な

る
。
介
護
保
険
と
い
う
の
は
、
家
族

で
担
っ
て
い
た
介
護
を
社
会
で
担
う

た
め
の
制
度
だ
。
保
険
料
が
上
が
り
、

利
用
料
も
倍
に
な
る
と
い
う
の
で
は
、

保
険
料
を
納
め
て
も
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
か
不
安
だ
。
介
護
の
必
要

な
方
は
、
保
険
料
、
利
用
料
に
加
え

て
医
療
費
も
負
担
が
大
き
い
。
町
と

し
て
介
護
保
険
料
、
利
用
料
の
負
担

軽
減
が
で
き
な
い
か
。

　
　
国
で
は
、
市
町
村
が
単
独
で
介

護
保
険
料
の
減
免
を
行
う
場
合
の
３

原
則
を
周
知
し
て
お
り
、「
介
護
保

険
料
減
免
分
に
対
し
、
一
般
財
源
の

投
入
を
行
わ
な
い
」
と
い
う
の
が
原

則
の
一
つ
で
あ
る
。
町
も
そ
の
原
則

を
守
る
考
え
で
、
国
の
政
策
の
範
囲

内
で
の
軽
減
を
考
え
て
い
る
。

※

一
般
財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
行

わ
な
い
と
い
う
町
の
考
え
だ
が
、
繰

り
入
れ
を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
。

一
般
財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
っ

て
で
も
、
保
険
料
を
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
。
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菊陽町の灌水の計画はどのように考えているのか
営農の合間に灌水事業を推進しながら、水稲作を推進していく

Q

A

QQ

QQ AA

QQ

A

AA

A 　
　
企
業
を
受
け
入
れ
る
菊
陽
町
で

の
灌
水
事
業
が
遅
く
な
っ
て
い
る
の

は
何
か
理
由
が
あ
る
の
か
。

　
　
本
町
に
お
け
る
冬
期
の
営
農
体

系
は
、
人
参
が
最
も
多
い
。
本
町
に

お
い
て
、
冬
期
灌
水
が
可
能
な
地
区

や
地
域
は
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な

い
。
本
町
で
は
、
営
農
の
合
間
の
灌

水
事
業
を
推
進
し
な
が
ら
、
水
稲
作

を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
水
循
環
型
営
農
推
進
事
業
は
ど

の
よ
う
に
見
直
し
て
い
る
の
か
。

　
　
水
循
環
協
議
会
で
地
下
水
涵
養

事
業
を
さ
ら
に
推
進
す
る
に
当
た
り
、

見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
１
つ
目
に
水
張
の
実
施
期
間
拡
大
。

冬
期
灌
水
が
11
月
１
日
〜
翌
年
２
月

末
ま
で
灌
水
を
実
施
で
き
る
よ
う
検

討
。

　
２
つ
目
は
、
助
成
金
額
を
引
き
上

げ
す
る
検
討
。

　
３
つ
目
は
、
水
稲
作
の
作
付
の
前

後
の
事
業
取
組
の
検
討
。

　
令
和
６
年
か
ら
取
り
組
め
る
よ
う

準
備
が
進
め
ら
れ
る
。

　
　自
主
防
災
組
織
と
防
災
士
、
地

域
と
結
び
つ
け
る
会
議
、
研
修
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
防
災
士
と
自
主
防
災
組
織
を
つ

な
げ
る
活
動
を
今
後
も
行
う
。

　
　
定
期
的
に
防
災
訓
練
、
避
難
訓

練
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
訓
練
に
防
災
士
が
加
わ
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
防
災
点
検
、
救
命

活
動
訓
練
に
プ
ラ
ス
と
な
り
、
総
合

的
な
訓
練
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

自
主
防
災
組
織
と
防
災
士
、
そ
れ
か

ら
地
域
の
区
長
と
の
会
議
を
す
べ
き

だ
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
自
主
防
災
組
織
は
、
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う

地
域
住
民
の
連
帯
感
に
基
づ
き
自
主

的
に
結
成
さ
れ
た
。
防
災
士
は
、
防

災
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
地
域

の
自
主
防
災
組
織
の
中
で
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
自
治
会
で
の
相
談
役

と
し
て
機
能
を
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
。
町
と
し
て
は
、
防
災
士
の
皆

さ
ん
に
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
行

い
、
地
域
の
防
災
力
強
化
を
図
っ
て

も
ら
う
よ
う
、
防
災
士
と
自
主
防
災

組
織
を
つ
な
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い

く
。

　
　町
内
の
学
校
の
体
育
館
、
町
民

セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
の
洋
式
へ
の
整

備
は
。

　
　
早
期
に
整
備
し
て
い
く
。

　
　小
学
校
の
体
育
館
の
ト
イ
レ
が

和
式
で
困
っ
た
と
の
声
を
聞
き
、
町

内
の
全
て
の
施
設
の
整
備
状
況
を
調

査
し
た
。
町
民
セ
ン
タ
ー
で
も
整
備

が
必
要
な
施
設
が
あ
っ
た
が
、
町
は

ど
う
計
画
す
る
の
か
。

　
　
便
器
の
洋
式
化
が
未
整
備
の
菊

陽
西
小
学
校
は
先
行
工
事
と
し
て
令

和
６
年
度
に
洋
式
化
す
る
。

　
西
部
町
民
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
の

整
備
は
、
期
間
を
早
め
て
令
和
６
年

設
計
業
務
を
行
い
、
令
和
７
年
度
に

改
修
工
事
を
行
う
。

大津町瀬田地区灌水事業

小林くみ子 議員

給食無償化について、今後どう進めていくのか
給食費の無償化については、令和７年度から完全無償化にとりくむ

Q

A

Q

A

Q

A

AQQ A

制
度
の
紹
介

介護予防教室の様子

介護予防教室の様子

　
　
給
食
費
の
完
全
無
償
化
が
、
令

和
７
年
度
か
ら
実
施
予
定
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
歓
迎
で
あ
る
。
町
の

給
食
が
セ
ン
タ
ー
方
式
で
は
な
く
、

自
校
方
式
で
あ
る
こ
と
も
大
事
に
し

て
ほ
し
い
。
今
、
給
食
費
と
し
て
月

千
円
の
補
助
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

令
和
６
年
度
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
令
和
６
年
度
は
、
物
価
高
騰
に

よ
る
給
食
食
材
の
値
上
が
り
分
も
含

め
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
計
れ
る

よ
う
今
年
度
よ
り
手
厚
い
支
援
を
考

え
て
い
る
。
補
助
金
額
は
、
予
算
を

編
成
す
る
中
で
、
決
定
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
給
食
費
徴
収
の

公
会
計
化
に
つ
い
て
も
や
り
方
を
検

討
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
は
準
備

期
間
と
す
る
。

　　
　
給
食
費
無
償
化
の
財
源
は
、
従

来
通
り
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
当
初
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
考
え
て
い
た
が
、
総
務
省
の
制
度

の
転
換
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
で

は
む
ず
か
し
い
と
考
え
、
税
収
を
み

な
が
ら
い
ろ
ん
な
や
り
方
を
検
討
す

る
。

　
　
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
は
、
現
在
医
療
費
に
つ
い

て
は
、
償
還
払
い
（
役
場
に
医
療
費

助
成
の
申
請
が
必
要
）
方
式
に
な
っ

て
い
る
が
、
役
場
に
申
請
せ
ず
に
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
い
が
で
き

る
現
物
給
付
方
式
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
が
あ
り
、
変
更
で
き
な
い

か
。

　
　
健
康
保
険
な
ど
を
取
り
扱
っ
て

い
る
「
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
」
及
び
「
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
」「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
」
と
協
議
を
行
い
、
重
度
心
身

障
が
い
者
医
療
費
助
成
受
給
者
証
の

更
新
が
行
わ
れ
る
。
令
和
６
年
８
月

頃
に
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い

る
。

　
　

重
度
心
身
障
が
い
者
制
度
と
は

　
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
制
度
は
、

身
体
障
が
い
者
１
級
、
２
級
に
該
当

す
る
人
な
ど
重
度
の
障
害
を
お
持
ち

の
方
を
対
象
に
、
診
療
を
受
け
た
同

一
月
分
の
１
医
療
機
関
な
ど
に
つ
き
、

通
院
の
場
合
が
、
１
０
２
０
円
を
超

え
る
額
、
入
院
の
場
合
が
、
２
０
４

０
円
を
超
え
る
額
を
助
成
す
る
制
度

で
あ
る
。

　
　
介
護
保
険
は
、
い
ま
ま
で
赤
字

に
な
っ
て
い
な
い
。
介
護
保
険
の
ス

タ
ー
ト
時
に
は
、
約
３
千
円
の
保
険

料
だ
っ
た
が
、
次
期
の
改
定
時
に
５

千
９
６
１
円
に
な
れ
ば
ほ
ぼ
倍
に
な

る
。
介
護
保
険
と
い
う
の
は
、
家
族

で
担
っ
て
い
た
介
護
を
社
会
で
担
う

た
め
の
制
度
だ
。
保
険
料
が
上
が
り
、

利
用
料
も
倍
に
な
る
と
い
う
の
で
は
、

保
険
料
を
納
め
て
も
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
か
不
安
だ
。
介
護
の
必
要

な
方
は
、
保
険
料
、
利
用
料
に
加
え

て
医
療
費
も
負
担
が
大
き
い
。
町
と

し
て
介
護
保
険
料
、
利
用
料
の
負
担

軽
減
が
で
き
な
い
か
。

　
　
国
で
は
、
市
町
村
が
単
独
で
介

護
保
険
料
の
減
免
を
行
う
場
合
の
３

原
則
を
周
知
し
て
お
り
、「
介
護
保

険
料
減
免
分
に
対
し
、
一
般
財
源
の

投
入
を
行
わ
な
い
」
と
い
う
の
が
原

則
の
一
つ
で
あ
る
。
町
も
そ
の
原
則

を
守
る
考
え
で
、
国
の
政
策
の
範
囲

内
で
の
軽
減
を
考
え
て
い
る
。

※

一
般
財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
行

わ
な
い
と
い
う
町
の
考
え
だ
が
、
繰

り
入
れ
を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
。

一
般
財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行
っ

て
で
も
、
保
険
料
を
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
。
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常任委員会報告常任委員会報告
●総務住民生活常任委員会　　●文教厚生常任委員会
●経済産業建設常任委員会

総
務
住
民
生
活
常
任
委
員
会

委
員
長
：
廣
瀨
英
二

【
研
修
先
】
台
湾
新
竹
県
宝
山
郷

【
日
　
程
】
11
月
24
日
〜
26
日

　
本
町
と
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る

台
湾
の
新
竹
県
宝
山
郷
へ
、
本
議
会
よ
り
、

議
長
及
び
本
委
員
会
正
副
委
員
長
の
３
名

で
、
文
化
交
流
等
に
関
す
る
視
察
を
行
っ
た
。

同
協
定
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
本
年
９
月
よ

り
、
熊
本
・
台
北
間
の
直
行
便
が
就
航
し
て

お
り
、
初
日
は
熊
本
空
港
を
出
発
し
、
台
湾

の
桃
園
空
港
へ
到
着
後
、
宝
山
郷
へ
移
動
し

た
。
夜
に
は
、
学
校
施
設
を
利
用
し
た
懇
談

会
場
に
て
、
宝
山
郷
職
員
ら
と
地
域
住
民
ら

が
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。
宝
山

郷
長
や
新
竹
県
の
県
議
の
方
な
ど
も
出
席
さ

れ
る
中
、
我
々
は
過
分
な
る
歓
待
を
受
け
、

懇
親
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
令
和
６
年
１
月
16
日
〜
17
日
ま
で
福
岡
県

の
苅
田
町
、
新
宮
町
に
委
員
５
名
、
行
政
職

員
２
名
の
計
７
名
で
、
菊
陽
町
の
課
題
で
あ

る
交
通
問
題
、
多
文
化
共
生
社
会
な
ど
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
行
政
視
察
研
修
を
行
っ

た
。

　
苅
田
町
（
１
月
16
日
）

多
文
化
共
生
の
取
り
組
み

①
外
国
人
向
け
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

（
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
）

②
多
文
化
共
生
推
進
イ
ベ
ン
ト
開
催

③
意
識
調
査
（
外
国
人
か
ら
見
た
日
本
人
・

　
日
本
人
か
ら
見
た
外
国
人
）

④
多
文
化
共
生
行
動
計
画
・
推
進
プ
ラ
ン

　
３
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
行
動

　
・
地
域
（
心
を
通
わ
す
絆
づ
く
り
）

　
・
環
境
（
安
心
安
全
の
く
ら
し
づ
く
り
）

　
・
人
（
だ
れ
も
が
主
役
‼
未
来
を
ひ
ら
く

　
　
ひ
と
づ
く
り
）
　

　
苅
田
町
の
概
要

外
国
人
１
，
４
０
９
人

人
口
３
７
，
６
８
４
人

人
口
増
減
率
７.

78
％

高
齢
化
率
24.

６
％

財
政
力
指
数
１.

24

議
員
数
16
名

議
員
報
酬
３
４
４
千
円

　
翌
日
は
、
40
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
三
郷

の
総
合
運
動
大
会
に
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
。
同
大
会
で
は
、
運
動
会
以
外
に
も
、
飲
茶

や
音
楽
、
陶
芸
等
、
文
化
祭
的
な
催
し
も
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
郷
長
自
ら
案
内
い

た
だ
い
た
。
運
動
会
に
は
台
湾
の
マ
ス
コ
ミ
各

社
が
取
材
に
来
て
お
り
、
菊
陽
町
と
宝
山
郷

と
の
今
後
の
さ
ら
な
る
交
流
に
つ
い
て
、
議
長

よ
り
意
見
を
申
し
上
げ
た
。
取
材
内
容
は
マ

ス
コ
ミ
を
通
し
て
台
湾
の
方
々
へ
発
信
さ
れ

て
お
り
、
台
湾
に
お
け
る
菊
陽
町
の
認
知
度

を
大
い
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、

宝
山
郷
公
所
（
こ
ち
ら
で
言
う
と
こ
ろ
の
役

場
）
を
訪
問
し
、
午
後
に
は
新
竹
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
周
辺
を
視
察
し
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
立
地

状
況
や
工
場
周
辺
の
交
通
状
況
を
視
察
し

た
。

　
な
お
、
本
視
察
に
は
教
育
委
員
会
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
の
職
員
も
同
行
し
て
お
り
、

本
委
員
会
と
し
て
も
、
議
会
の
み
な
ら
ず
、

役
場
職
員
ら
も
で
き
る
限
り
台
湾
を
訪
れ
、

さ
ら
な
る
文
化
交
流
を
深
め
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
：
大
久
保
輝

交
通
問
題
の
取
り
組
み

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
概
要

　
・
バ
ス
料
金
２
０
０
円
（
子
供
等
半
額
）

　
・
ミ
ラ
イ
ロ
Ⅰ
Ｄ
（
障
害
者
向
け
）

　
・
バ
ス
４
台
町
所
有
（
業
者
へ
無
償
貸
与
）

　
・
町
負
担
額 

約
３
，
８
０
０
万
円

　
新
宮
町
（
１
月
17
日
）

交
通
の
取
り
組
み

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
概
要

　
・
バ
ス
料
金
１
０
０
円
（
当
面
見
直
し
無
）

　
・
バ
ス
６
台
町
所
有
（
業
者
へ
無
償
貸
与
）

　
・
町
負
担
額
　
約
５
，
４
０
０
万
円

②
交
通
難
民
対
策

　
・
運
転
免
許
証
自
主
返
納
の
特
典
（
70
歳

以
上
）
マ
リ
ン
ク
ス
回
数
券
２
０
，
０
０

０
円
分
（
相
ら
ん
ど
線
、
山
ら
い
ず
線
に

乗
車
で
き
る
）
ま
た
は
、
交
通
系
Ⅰ
Ｃ

カ
ー
ド
１
５
，
０
０
０
円
分
交
付

③
渋
滞
緩
和
策

　
・
右
折
レ
ー
ン
設
置
（
用
地
買
収
等
）

　
・
交
差
点
信
号
周
期
見
直
し
（
警
察
協
議
）

　
・
都
市
計
画
道
路
整
備

　
・
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
（
駐
輪
場
整
備
）

　
・
敷
地
内
で
転
回
可
能
な
駐
車
整
備

　
新
宮
町
概
要

人
口
３
３
，
２
５
１
人

人
口
増
減
率
８.

５
％

高
齢
化
率
19.

６
％

財
政
力
指
数
０.

８

議
員
数
12
名

議
員
報
酬
２
６
４
千
円

経
済
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
：
矢
野
厚
子

【
研
修
先
】
台
湾
新
竹
県
宝
山
郷

【
日
　
程
】
11
月
24
日
〜
26
日

　
本
町
と
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る

台
湾
の
新
竹
県
宝
山
郷
へ
、
本
議
会
よ
り
、

議
長
及
び
本
委
員
会
正
副
委
員
長
の
３
名

で
、
文
化
交
流
等
に
関
す
る
視
察
を
行
っ
た
。

同
協
定
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
本
年
９
月
よ

り
、
熊
本
・
台
北
間
の
直
行
便
が
就
航
し
て

お
り
、
初
日
は
熊
本
空
港
を
出
発
し
、
台
湾

の
桃
園
空
港
へ
到
着
後
、
宝
山
郷
へ
移
動
し

た
。
夜
に
は
、
学
校
施
設
を
利
用
し
た
懇
談

会
場
に
て
、
宝
山
郷
職
員
ら
と
地
域
住
民
ら

が
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。
宝
山

郷
長
や
新
竹
県
の
県
議
の
方
な
ど
も
出
席
さ

れ
る
中
、
我
々
は
過
分
な
る
歓
待
を
受
け
、

懇
親
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
翌
日
は
、
40
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
三
郷

の
総
合
運
動
大
会
に
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
。
同
大
会
で
は
、
運
動
会
以
外
に
も
、
飲
茶

や
音
楽
、
陶
芸
等
、
文
化
祭
的
な
催
し
も
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
郷
長
自
ら
案
内
い

た
だ
い
た
。
運
動
会
に
は
台
湾
の
マ
ス
コ
ミ
各

社
が
取
材
に
来
て
お
り
、
菊
陽
町
と
宝
山
郷

と
の
今
後
の
さ
ら
な
る
交
流
に
つ
い
て
、
議
長

よ
り
意
見
を
申
し
上
げ
た
。
取
材
内
容
は
マ

ス
コ
ミ
を
通
し
て
台
湾
の
方
々
へ
発
信
さ
れ

て
お
り
、
台
湾
に
お
け
る
菊
陽
町
の
認
知
度

を
大
い
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、

宝
山
郷
公
所
（
こ
ち
ら
で
言
う
と
こ
ろ
の
役

場
）
を
訪
問
し
、
午
後
に
は
新
竹
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
周
辺
を
視
察
し
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
立
地

状
況
や
工
場
周
辺
の
交
通
状
況
を
視
察
し

た
。

　
な
お
、
本
視
察
に
は
教
育
委
員
会
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
の
職
員
も
同
行
し
て
お
り
、

本
委
員
会
と
し
て
も
、
議
会
の
み
な
ら
ず
、

役
場
職
員
ら
も
で
き
る
限
り
台
湾
を
訪
れ
、

さ
ら
な
る
文
化
交
流
を
深
め
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
経
済
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
今
期

の
議
会
中
の
12
月
12
日
に
常
任
委
員
会
全
員

で
担
当
課
職
員
と
、
委
員
会
関
連
の
町
の
事

業
の
熊
本
北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
光
の
森
駅

前
歩
道
橋
の
建
設
現
場
、
菊
陽
空
港
線
の
延

伸
途
中
に
あ
る
堀
川
の
高
架
橋
予
定
現
場
、

南
部
地
域
の
害
獣
対
策
の
電
気
柵
の
視
察
を

お
こ
な
っ
た
。

　
ま
ず
町
民
の
み
な
さ
ま
の
関
心
の
高
い
下

水
処
理
を
行
っ
て
い
る
熊
本
北
部
浄
化
セ
ン

タ
ー
は
、
菊
陽
町
だ
け
で
は
な
く
、
熊
本
市

や
合
志
市
の
下
水
の
処
理
も
行
っ
て
い
る
。

現
在
一
日
７
万
ト
ン
の
処
理
を
行
っ
て
い
る

が
、
最
大
９
万
８
千
60
ト
ン
の
処
理
能
力
が

あ
り
、
更
に
ま
だ
未
使
用
の
処
理
槽
も
あ

り
、
早
急
に
処
理
に
困
る
現
状
で
は
な
い
事

が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
処
理
過
程
で
発
生

す
る
汚
泥
は
、
肥
料
と
し
て
再
生
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
消
化
ガ
ス
が
発
生
す
る
が
、
バ
イ
オ

燃
料
と
し
て
、
発
電
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
光
の
森
駅
前
歩
道
橋
は
１
月
30
日
の
開
通

式
を
目
指
し
て
、
着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い

た
。
完
成
す
れ
ば
雨
の
日
の
利
用
者
に
と
っ

て
、
傘
を
さ
さ
ず
に
荷
物
を
持
て
る
の
で
、
嬉

し
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
菊
陽
空
港
線
延
伸
の
鉄
砲
小
路
の
堀
川
を

渡
る
現
場
で
は
、
堀
川
の
流
れ
を
移
動
さ
せ

て
橋
脚
の
土
台
と
な
る
地
盤
工
事
が
行
な
わ

れ
て
い
た
。
工
事
が
し
易
い
よ
う
に
水
量
の
少

な
い
こ
の
時
期
を
選
ん
で
の
工
事
と
な
っ
て
い

る
。
完
成
す
れ
ば
今
後
多
数
の
車
両
が
通
る

場
所
な
の
で
、
現
場
は
更
に
慎
重
さ
が
求
め

ら
れ
る
工
事
と
な
っ
て
い
る
。

　
空
港
下
の
戸
次
地
区
の
畑
に
設
置
さ
れ
た

電
気
柵
の
状
況
を
確
認
し
た
。

　
鹿
が
民
家
の
庭
に
も
出
没
を
し
て
、
困
っ

て
い
る
状
況
だ
が
、
電
気
柵
を
設
置
し
た
畑

は
、
鹿
も
イ
ノ
シ
シ
も
進
入
で
き
な
い
と
の
こ

と
で
、
電
気
柵
の
有
効
性
が
確
認
で
き
た
。

ま
だ
未
設
置
の
畑
も
あ
り
、
担
当
課
か
ら
農

家
の
方
へ
の
更
な
る
周
知
を
お
こ
な
い
、
予
算

の
有
効
な
執
行
が
出
来
る
よ
う
に
注
視
を
し

て
い
き
た
い
。

　
今
後
も
委
員
会
と
し
て
、
町
の
予
算
の
健

全
で
有
効
な
活
用
状
況
を
、
現
地
視
察
を
し

な
が
ら
確
認
を
行
っ
て
い
く
。

熊本北部浄化センター

光の森駅前歩道橋

堀川の工事現場

戸次地区の畑

18No.118



常任委員会報告常任委員会報告
●総務住民生活常任委員会　　●文教厚生常任委員会
●経済産業建設常任委員会

総
務
住
民
生
活
常
任
委
員
会

委
員
長
：
廣
瀨
英
二

【
研
修
先
】
台
湾
新
竹
県
宝
山
郷

【
日
　
程
】
11
月
24
日
〜
26
日

　
本
町
と
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る

台
湾
の
新
竹
県
宝
山
郷
へ
、
本
議
会
よ
り
、

議
長
及
び
本
委
員
会
正
副
委
員
長
の
３
名

で
、
文
化
交
流
等
に
関
す
る
視
察
を
行
っ
た
。

同
協
定
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
本
年
９
月
よ

り
、
熊
本
・
台
北
間
の
直
行
便
が
就
航
し
て

お
り
、
初
日
は
熊
本
空
港
を
出
発
し
、
台
湾

の
桃
園
空
港
へ
到
着
後
、
宝
山
郷
へ
移
動
し

た
。
夜
に
は
、
学
校
施
設
を
利
用
し
た
懇
談

会
場
に
て
、
宝
山
郷
職
員
ら
と
地
域
住
民
ら

が
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。
宝
山

郷
長
や
新
竹
県
の
県
議
の
方
な
ど
も
出
席
さ

れ
る
中
、
我
々
は
過
分
な
る
歓
待
を
受
け
、

懇
親
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
令
和
６
年
１
月
16
日
〜
17
日
ま
で
福
岡
県

の
苅
田
町
、
新
宮
町
に
委
員
５
名
、
行
政
職

員
２
名
の
計
７
名
で
、
菊
陽
町
の
課
題
で
あ

る
交
通
問
題
、
多
文
化
共
生
社
会
な
ど
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
行
政
視
察
研
修
を
行
っ

た
。

　
苅
田
町
（
１
月
16
日
）

多
文
化
共
生
の
取
り
組
み

①
外
国
人
向
け
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成

（
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
）

②
多
文
化
共
生
推
進
イ
ベ
ン
ト
開
催

③
意
識
調
査
（
外
国
人
か
ら
見
た
日
本
人
・

　
日
本
人
か
ら
見
た
外
国
人
）

④
多
文
化
共
生
行
動
計
画
・
推
進
プ
ラ
ン

　
３
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
行
動

　
・
地
域
（
心
を
通
わ
す
絆
づ
く
り
）

　
・
環
境
（
安
心
安
全
の
く
ら
し
づ
く
り
）

　
・
人
（
だ
れ
も
が
主
役
‼
未
来
を
ひ
ら
く

　
　
ひ
と
づ
く
り
）
　

　
苅
田
町
の
概
要

外
国
人
１
，
４
０
９
人

人
口
３
７
，
６
８
４
人

人
口
増
減
率
７.

78
％

高
齢
化
率
24.

６
％

財
政
力
指
数
１.

24

議
員
数
16
名

議
員
報
酬
３
４
４
千
円

　
翌
日
は
、
40
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
三
郷

の
総
合
運
動
大
会
に
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
。
同
大
会
で
は
、
運
動
会
以
外
に
も
、
飲
茶

や
音
楽
、
陶
芸
等
、
文
化
祭
的
な
催
し
も
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
郷
長
自
ら
案
内
い

た
だ
い
た
。
運
動
会
に
は
台
湾
の
マ
ス
コ
ミ
各

社
が
取
材
に
来
て
お
り
、
菊
陽
町
と
宝
山
郷

と
の
今
後
の
さ
ら
な
る
交
流
に
つ
い
て
、
議
長

よ
り
意
見
を
申
し
上
げ
た
。
取
材
内
容
は
マ

ス
コ
ミ
を
通
し
て
台
湾
の
方
々
へ
発
信
さ
れ

て
お
り
、
台
湾
に
お
け
る
菊
陽
町
の
認
知
度

を
大
い
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、

宝
山
郷
公
所
（
こ
ち
ら
で
言
う
と
こ
ろ
の
役

場
）
を
訪
問
し
、
午
後
に
は
新
竹
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
周
辺
を
視
察
し
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
立
地

状
況
や
工
場
周
辺
の
交
通
状
況
を
視
察
し

た
。

　
な
お
、
本
視
察
に
は
教
育
委
員
会
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
の
職
員
も
同
行
し
て
お
り
、

本
委
員
会
と
し
て
も
、
議
会
の
み
な
ら
ず
、

役
場
職
員
ら
も
で
き
る
限
り
台
湾
を
訪
れ
、

さ
ら
な
る
文
化
交
流
を
深
め
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
：
大
久
保
輝

交
通
問
題
の
取
り
組
み

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
概
要

　
・
バ
ス
料
金
２
０
０
円
（
子
供
等
半
額
）

　
・
ミ
ラ
イ
ロ
Ⅰ
Ｄ
（
障
害
者
向
け
）

　
・
バ
ス
４
台
町
所
有
（
業
者
へ
無
償
貸
与
）

　
・
町
負
担
額 

約
３
，
８
０
０
万
円

　
新
宮
町
（
１
月
17
日
）

交
通
の
取
り
組
み

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
概
要

　
・
バ
ス
料
金
１
０
０
円
（
当
面
見
直
し
無
）

　
・
バ
ス
６
台
町
所
有
（
業
者
へ
無
償
貸
与
）

　
・
町
負
担
額
　
約
５
，
４
０
０
万
円

②
交
通
難
民
対
策

　
・
運
転
免
許
証
自
主
返
納
の
特
典
（
70
歳

以
上
）
マ
リ
ン
ク
ス
回
数
券
２
０
，
０
０

０
円
分
（
相
ら
ん
ど
線
、
山
ら
い
ず
線
に

乗
車
で
き
る
）
ま
た
は
、
交
通
系
Ⅰ
Ｃ

カ
ー
ド
１
５
，
０
０
０
円
分
交
付

③
渋
滞
緩
和
策

　
・
右
折
レ
ー
ン
設
置
（
用
地
買
収
等
）

　
・
交
差
点
信
号
周
期
見
直
し
（
警
察
協
議
）

　
・
都
市
計
画
道
路
整
備

　
・
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
（
駐
輪
場
整
備
）

　
・
敷
地
内
で
転
回
可
能
な
駐
車
整
備

　
新
宮
町
概
要

人
口
３
３
，
２
５
１
人

人
口
増
減
率
８.

５
％

高
齢
化
率
19.

６
％

財
政
力
指
数
０.

８

議
員
数
12
名

議
員
報
酬
２
６
４
千
円

経
済
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
：
矢
野
厚
子

【
研
修
先
】
台
湾
新
竹
県
宝
山
郷

【
日
　
程
】
11
月
24
日
〜
26
日

　
本
町
と
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る

台
湾
の
新
竹
県
宝
山
郷
へ
、
本
議
会
よ
り
、

議
長
及
び
本
委
員
会
正
副
委
員
長
の
３
名

で
、
文
化
交
流
等
に
関
す
る
視
察
を
行
っ
た
。

同
協
定
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
本
年
９
月
よ

り
、
熊
本
・
台
北
間
の
直
行
便
が
就
航
し
て

お
り
、
初
日
は
熊
本
空
港
を
出
発
し
、
台
湾

の
桃
園
空
港
へ
到
着
後
、
宝
山
郷
へ
移
動
し

た
。
夜
に
は
、
学
校
施
設
を
利
用
し
た
懇
談

会
場
に
て
、
宝
山
郷
職
員
ら
と
地
域
住
民
ら

が
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。
宝
山

郷
長
や
新
竹
県
の
県
議
の
方
な
ど
も
出
席
さ

れ
る
中
、
我
々
は
過
分
な
る
歓
待
を
受
け
、

懇
親
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
翌
日
は
、
40
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
三
郷

の
総
合
運
動
大
会
に
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
。
同
大
会
で
は
、
運
動
会
以
外
に
も
、
飲
茶

や
音
楽
、
陶
芸
等
、
文
化
祭
的
な
催
し
も
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
郷
長
自
ら
案
内
い

た
だ
い
た
。
運
動
会
に
は
台
湾
の
マ
ス
コ
ミ
各

社
が
取
材
に
来
て
お
り
、
菊
陽
町
と
宝
山
郷

と
の
今
後
の
さ
ら
な
る
交
流
に
つ
い
て
、
議
長

よ
り
意
見
を
申
し
上
げ
た
。
取
材
内
容
は
マ

ス
コ
ミ
を
通
し
て
台
湾
の
方
々
へ
発
信
さ
れ

て
お
り
、
台
湾
に
お
け
る
菊
陽
町
の
認
知
度

を
大
い
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、

宝
山
郷
公
所
（
こ
ち
ら
で
言
う
と
こ
ろ
の
役

場
）
を
訪
問
し
、
午
後
に
は
新
竹
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
周
辺
を
視
察
し
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
立
地

状
況
や
工
場
周
辺
の
交
通
状
況
を
視
察
し

た
。

　
な
お
、
本
視
察
に
は
教
育
委
員
会
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
の
職
員
も
同
行
し
て
お
り
、

本
委
員
会
と
し
て
も
、
議
会
の
み
な
ら
ず
、

役
場
職
員
ら
も
で
き
る
限
り
台
湾
を
訪
れ
、

さ
ら
な
る
文
化
交
流
を
深
め
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
経
済
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
今
期

の
議
会
中
の
12
月
12
日
に
常
任
委
員
会
全
員

で
担
当
課
職
員
と
、
委
員
会
関
連
の
町
の
事

業
の
熊
本
北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
光
の
森
駅

前
歩
道
橋
の
建
設
現
場
、
菊
陽
空
港
線
の
延

伸
途
中
に
あ
る
堀
川
の
高
架
橋
予
定
現
場
、

南
部
地
域
の
害
獣
対
策
の
電
気
柵
の
視
察
を

お
こ
な
っ
た
。

　
ま
ず
町
民
の
み
な
さ
ま
の
関
心
の
高
い
下

水
処
理
を
行
っ
て
い
る
熊
本
北
部
浄
化
セ
ン

タ
ー
は
、
菊
陽
町
だ
け
で
は
な
く
、
熊
本
市

や
合
志
市
の
下
水
の
処
理
も
行
っ
て
い
る
。

現
在
一
日
７
万
ト
ン
の
処
理
を
行
っ
て
い
る

が
、
最
大
９
万
８
千
60
ト
ン
の
処
理
能
力
が

あ
り
、
更
に
ま
だ
未
使
用
の
処
理
槽
も
あ

り
、
早
急
に
処
理
に
困
る
現
状
で
は
な
い
事

が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
処
理
過
程
で
発
生

す
る
汚
泥
は
、
肥
料
と
し
て
再
生
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
消
化
ガ
ス
が
発
生
す
る
が
、
バ
イ
オ

燃
料
と
し
て
、
発
電
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
光
の
森
駅
前
歩
道
橋
は
１
月
30
日
の
開
通

式
を
目
指
し
て
、
着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い

た
。
完
成
す
れ
ば
雨
の
日
の
利
用
者
に
と
っ

て
、
傘
を
さ
さ
ず
に
荷
物
を
持
て
る
の
で
、
嬉

し
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
菊
陽
空
港
線
延
伸
の
鉄
砲
小
路
の
堀
川
を

渡
る
現
場
で
は
、
堀
川
の
流
れ
を
移
動
さ
せ

て
橋
脚
の
土
台
と
な
る
地
盤
工
事
が
行
な
わ

れ
て
い
た
。
工
事
が
し
易
い
よ
う
に
水
量
の
少

な
い
こ
の
時
期
を
選
ん
で
の
工
事
と
な
っ
て
い

る
。
完
成
す
れ
ば
今
後
多
数
の
車
両
が
通
る

場
所
な
の
で
、
現
場
は
更
に
慎
重
さ
が
求
め

ら
れ
る
工
事
と
な
っ
て
い
る
。

　
空
港
下
の
戸
次
地
区
の
畑
に
設
置
さ
れ
た

電
気
柵
の
状
況
を
確
認
し
た
。

　
鹿
が
民
家
の
庭
に
も
出
没
を
し
て
、
困
っ

て
い
る
状
況
だ
が
、
電
気
柵
を
設
置
し
た
畑

は
、
鹿
も
イ
ノ
シ
シ
も
進
入
で
き
な
い
と
の
こ

と
で
、
電
気
柵
の
有
効
性
が
確
認
で
き
た
。

ま
だ
未
設
置
の
畑
も
あ
り
、
担
当
課
か
ら
農

家
の
方
へ
の
更
な
る
周
知
を
お
こ
な
い
、
予
算

の
有
効
な
執
行
が
出
来
る
よ
う
に
注
視
を
し

て
い
き
た
い
。

　
今
後
も
委
員
会
と
し
て
、
町
の
予
算
の
健

全
で
有
効
な
活
用
状
況
を
、
現
地
視
察
を
し

な
が
ら
確
認
を
行
っ
て
い
く
。

熊本北部浄化センター

光の森駅前歩道橋

堀川の工事現場

戸次地区の畑
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金
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場
　
所
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町
村
自
治
会
館

講
　
師
：
議
会
広
報
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

　
　
　
　
熊
本
大
学
客
員
教
授
　
越
地
　
真
一
郎 

氏

演
　
題
：
「
少
し
は
化
け
ま
し
た
か

　
　
　
　
　
　
　
創
意
、
熱
意
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
」

①
広
報
作
成
の
ポ
イ
ン
ト

②
全
国
上
位
議
会
に
学
ぶ

③
討
論
型
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
４
町
村
）

感
想

　
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
発
表
さ
れ
た
４
町
村
は
ペ
ー
ジ
数
は

同
じ
16
ペ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、
色
の
使
い
方
が
少
な
い
物

や
、
文
章
ば
か
り
で
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
が
少
な
い
物

は
、
読
み
づ
ら
い
と
感
じ
た
。

　
見
出
し
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
記
事
に
は
自
然
と
目
が

行
く
が
、
見
出
し
が
弱
い
と
読
ん
で
も
ら
う
の
は
む
ず

か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
事
を
参
考
に
今
後
の
議
会
だ

よ
り
制
作
に
生
か
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
　
　   

開
催
日
：
令
和
６
年
１
月
23
日
（
火
）

場
　
所
：
菊
陽
町
防
災
セ
ン
タ
ー
　
２
階
災
害
対
策
本
部
室

講
　
師
：
地
方
議
員
研
修
講
師
　
川
本
　
達
志 

氏

演
　
題
：
地
方
議
員
の
た
め
の
役
所
を
動
か
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

質
問
の
仕
方

　
令
和
５
年
度
第
２
回
熊
本
県
町
村
議
会
議
員
研
修
が

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、

各
議
会
の
会
議
規
則
で
定
め
た
も
の
で
、
議
会
の
意
志

で
や
り
方
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
般
的
な
一
般

質
問
は

①
政
策
提
案
型
（
こ
の
型
の
質
問
が
大
半
）

②
課
題
・
責
任
追
及
型
　
③
自
己
主
張
型

政
策
提
案
型
一
般
質
問
の
在
り
方
で
は
、

①
現
状
把
握
の
た
め
よ
り
多
く
の
住
民
の
意
見
（
エ
ピ

ソ
ー
ド
）
を
集
め
て
分
類
し
ま
と
め
る
。

②
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
客
観
的
事
実
と
し
て
提
示

（
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
（
文
書
・
論
文
・
統
計
）・
ア

ン
ケ
ー
ト
や
エ
ビ
デ
ン
ス
）

③
課
題
解
決
の
た
め
の

政
策
・
施
策
（
改
善

や
創
設
）
を
提
案
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
と
の
事
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

開
催
日
：
令
和
６
年
１
月
26
日
（
金
）
16
時

講
師
①
：
熊
本
国
際
空
港
株
式
会
社
代
表
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

社
長
　
山
川
　
秀
明
氏

　
山
川
氏
は
「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
の
現
状
と
地
域
共

生
の
取
り
組
み
」
三
輪
氏
は
「
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
の
影

響
と
課
題
・
対
応
に
つ
い
て
」
を
演
題
に
講
演
さ
れ
受

講
し
ま
し
た
。

　
山
川
氏
か
ら
は
、
空
港
の
利
用
者
数
の
推
移
や
地
域

へ
の
助
成
事
業
、
今
後
の
施
設
整
備
計
画
等
の
説
明
が

あ
り
、
地
域
と
一
体
に
な
っ
て
空
港
を
発
展
さ
せ
た
い

と
の
想
い
を
感
じ
ま
し
た
。

講
師
②
：
熊
本
県
商
工
労
働
部
長
　
　 

三
輪
　
孝
之
氏

　
三
輪
氏
か
ら
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
に
よ
り
起
き
た
課

題
、
特
に
地
下
水
や
渋
滞
問
題
に
対
す
る
県
の
取
り
組

み
等
の
説
明
が
あ
り
、
県
が
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
る
事
が
理
解

で
き
ま
し
た
。
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県
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議
会
議
員
研
修
会

研修報告

日付 事業・イベント名 主催者 場　所
10月  2日 公文書押印 議長室

10月  3日
厚真町視察研修来庁対応（挨拶） 菊陽町 防災センター 2 階
公文書押印 議長室

10月  4日 公文書押印 議長室
10月  5日 屋久島町来庁　懇談会 菊陽町 やまもと
10月  6日 総合体育館落成式　来賓出席（挨拶） 菊陽町 総合体育館
10月  7日 健康ウォーク　 社会福祉協議会 杉並木公園
10月  8日 夢街光の森会　秋祭り　来賓出席 夢街光の森会 ひかりのもり公園

10月10日
公文書押印 議長室
区長会理事と意見交換会（挨拶） 広聴特別委員会 三里木町民センター

10月11日～
　　 12日 公文書押印 議長室

10月15日
武蔵ヶ丘コミュニティセンター祭
来賓出席（挨拶）

武蔵ヶ丘コミュニティセンター利用者協議会 武蔵ヶ丘コミュニティセンター

10月16日 公文書押印 議長室

10月17日
公文書押印 議長室
熊本県日韓親善協会設立60周年記念事業
　　　　　　　　　　　　　　及び祝賀会

熊本県日韓親善協会 熊本ホテルキャッスル

10月20日 公文書押印 議長室
10月23日 行政と政策協議　 議長、副議長、議運委員長 正副議長室

10月26日
公文書押印 議長室
副町長と議案審議 議長室

10月27日
広域連合議会第 2 回定例会 菊池地域広域連合 菊池地域広域連合
菊陽町造園協会　親睦懇親会（挨拶） 造園協会 中村屋

10月29日 防災フェスタ2023 菊陽町
総合体育館、杉並木公園さんさん、
スポーツ広場

10月30日

臨時会 菊陽町 議場
全員協議会 議会 委員会室
議会運営委員会　会議 議会運営委員会 正副議長室
ルーテル学園長　来庁対応

（インターナショナルスクール開設報告）
町長、副町長、教育長
福島

町応接間

11月  1日 九州地方整備局　要望活動 菊陽町 福岡
11月  3日 菊陽町文化祭　来賓出席（挨拶） 菊陽町 図書館ホール
11月  4日 ヴォルターズ戦　来賓観戦 総合体育館
11月  6日～
　　   8日 菊池広域連合議長研修 菊池広域連合議長会 東京、茨城

11月  9日 国土交通省（要望活動） 菊陽町 東京
11月10日 公文書押印 議長室
11月11日 すぎなみフェスタ 2023　来賓出席（挨拶） 菊陽町 スポーツ広場
11月12日 働く婦人の家講座発表会　来賓出席（挨拶） 働く婦人の家利用者連絡協議会 三里木町民センター
11月13日 公文書押印 議長室
11月15日 空港周辺 4 ヶ町村議長・事務局長会議 空港周辺 4 ヶ町村議長会 西原村役場
11月17日 公文書押印 議長室

11月19日
鼻ぐり井手祭　来賓出席（挨拶） 鼻ぐり井手祭実行委員会 鼻ぐり井手公園
三里木商工繫栄会さんま祭り（挨拶） 三里木商工繫栄会 三里木駅前広場

11月20日
熊本県、合志市、菊陽町における
半導体関連産業の集積に伴う排水対策に向けた
協定締結式

熊本県、合志市、菊陽町 県庁（知事応接室）

11月21日 政策協議 副町長、肥後銀行 正副議長室
11月22日 公文書押印 議長室
11月24日～
　　 26日

台湾研修
（文教厚生常任委員会正副委員長同行）

11月27日
議会運営委員会　会議 議会運営委員会　 委員会室
共同通信社　取材インタビュー 議長室
公文書押印 議長室

11月28日 県関係国会議員へ要望・意見交換会 熊本県町村議会議長会 全国町村会館
11月29日 全国町村議会議長全国大会　要望活動・研修会 全国町村議会議長会 NHKホール
11月30日 公文書押印 議長室

12月  1日
菊陽町老人クラブ芸能大会　来賓出席（挨拶） 菊陽町老人クラブ連合会 老人福祉センター
菊陽町建築組合講演会・懇親会来賓出席（挨拶）菊陽町建築組合 さんふれあ
公文書押印 議長室

●議長の公務記録

議会の活動状況
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　　　　　　　　　　　　　　及び祝賀会

熊本県日韓親善協会 熊本ホテルキャッスル

10月20日 公文書押印 議長室
10月23日 行政と政策協議　 議長、副議長、議運委員長 正副議長室

10月26日
公文書押印 議長室
副町長と議案審議 議長室

10月27日
広域連合議会第 2 回定例会 菊池地域広域連合 菊池地域広域連合
菊陽町造園協会　親睦懇親会（挨拶） 造園協会 中村屋

10月29日 防災フェスタ2023 菊陽町
総合体育館、杉並木公園さんさん、
スポーツ広場

10月30日

臨時会 菊陽町 議場
全員協議会 議会 委員会室
議会運営委員会　会議 議会運営委員会 正副議長室
ルーテル学園長　来庁対応

（インターナショナルスクール開設報告）
町長、副町長、教育長
福島

町応接間

11月  1日 九州地方整備局　要望活動 菊陽町 福岡
11月  3日 菊陽町文化祭　来賓出席（挨拶） 菊陽町 図書館ホール
11月  4日 ヴォルターズ戦　来賓観戦 総合体育館
11月  6日～
　　   8日 菊池広域連合議長研修 菊池広域連合議長会 東京、茨城

11月  9日 国土交通省（要望活動） 菊陽町 東京
11月10日 公文書押印 議長室
11月11日 すぎなみフェスタ 2023　来賓出席（挨拶） 菊陽町 スポーツ広場
11月12日 働く婦人の家講座発表会　来賓出席（挨拶） 働く婦人の家利用者連絡協議会 三里木町民センター
11月13日 公文書押印 議長室
11月15日 空港周辺 4 ヶ町村議長・事務局長会議 空港周辺 4 ヶ町村議長会 西原村役場
11月17日 公文書押印 議長室

11月19日
鼻ぐり井手祭　来賓出席（挨拶） 鼻ぐり井手祭実行委員会 鼻ぐり井手公園
三里木商工繫栄会さんま祭り（挨拶） 三里木商工繫栄会 三里木駅前広場

11月20日
熊本県、合志市、菊陽町における
半導体関連産業の集積に伴う排水対策に向けた
協定締結式

熊本県、合志市、菊陽町 県庁（知事応接室）

11月21日 政策協議 副町長、肥後銀行 正副議長室
11月22日 公文書押印 議長室
11月24日～
　　 26日

台湾研修
（文教厚生常任委員会正副委員長同行）

11月27日
議会運営委員会　会議 議会運営委員会　 委員会室
共同通信社　取材インタビュー 議長室
公文書押印 議長室

11月28日 県関係国会議員へ要望・意見交換会 熊本県町村議会議長会 全国町村会館
11月29日 全国町村議会議長全国大会　要望活動・研修会 全国町村議会議長会 NHKホール
11月30日 公文書押印 議長室

12月  1日
菊陽町老人クラブ芸能大会　来賓出席（挨拶） 菊陽町老人クラブ連合会 老人福祉センター
菊陽町建築組合講演会・懇親会来賓出席（挨拶）菊陽町建築組合 さんふれあ
公文書押印 議長室

●議長の公務記録

議会の活動状況
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日付 事業・イベント名 主催者 場　所
12月  2日 人権子ども集会 菊陽町・教育委員会・人権教育推進協議会 菊陽中学校体育館
12月  4日 大相撲菊陽場所　 菊陽町 総合体育館
12月  5日 令和 5 年第 4 回定例会　開会 菊陽町 議場
12月  6日～
　　   8日

令和 5 年第 4 回定例会　一般質問 菊陽町 議場

12月11日
交通混雑緩和・解消特別委員会研修
講師：県企業立地課長元田啓介様

交通混雑緩和・解消特別委員会　 防災センター　全議員対象

12月12日 令和 5 年第 4 回定例会・常任委員会 各常任委員会
12月13日～
　　 14日

公文書押印 議長室

12月15日
令和 5 年第 4 回定例会　 菊陽町 議場
全員協議会 議会 委員会室

12月18日～
　　 19日

公文書押印 議長室

12月20日 菊池広域連合　定例会・全員協議会 菊池広域連合 菊池広域連合　議場

12月21日
熊本都市計画区域マスタープラン検討委員会 熊本県土木部道路都市局都市計画課長 県庁　防災センター
公文書押印 議長室

12月24日 ポップサーカス　来賓観戦 KKT 杉並木公園さんさん
12月27日 年末警戒激励巡視出発式・激励巡視 菊陽町・菊陽町消防団 防災センター研修
12月28日 公文書押印 議長室

日付 事業・イベント名 主催者 場　所
10月30日 議会運営委員会 議会運営委員会 委員会室
11月27日 議会運営委員会 議会運営委員会 委員会室
12月  6日 議会運営委員会 議会運営委員会 委員会室
12月  8日 議会運営委員会 議会運営委員会 委員会室

日付 事業・イベント名 主催者 場　所
12月16日 総務住民生活常任委員会 常任委員会 現地視察

日付 事業・イベント名 主催者 場　所
10月  7日 健康ウォーク（委員長として出席） 社会福祉協議会 杉並木公園さんさん
10月25日 菊陽町健康づくり推進協議会（委員長として出席） 菊陽町健康づくり推進協議会 杉並木公園さんさん
12月26日 菊陽町社会福祉協議会評議員会（委員長として出席） 菊陽町社会福祉協議会評議員会 社会福祉協議会

日付 事業・イベント名 主催者 場　所
11月  1日 農政課会議 ( 委員長として出席） 農政課 防災センター
12月12日 経済産業建設常任委員会現地視察 常任委員会 現地

日付 事業・イベント名 主催者 場　所
10月  3日 広報委員会（９月議会だより１校作成） 広報調査特別委員会 委員会室
10月17日 広報委員会（９月議会だより２校作成） 広報調査特別委員会 委員会室
10月31日 広報委員会（９月議会だより３校作成） 広報調査特別委員会 委員会室
11月  2日 広報委員会（９月議会だより４校作成） 広報調査特別委員会 委員会室
11月  9日 広報委員会（９月議会だより最終校作成） 広報調査特別委員会 委員会室
11月10日 町村議会広報研修会 熊本県町村議会議長会 熊本県町村自治会館

日付 事業・イベント名 主催者 場　所
12月  6日 第４回 特別委員会開催 交通混雑緩和・解消に関する特別委員会 委員会室
12月11日 交通混雑緩和・解消に関する県の取り組み状況説明会 交通混雑緩和・解消に関する特別委員会 防災センター２階災害対策本部室

●議長の公務記録

●議会運営委員会

●総務住民生活常任委員会

●文教厚生常任委員会

●経済産業建設常任委員会

●広報委員会

●交通混雑緩和・解消に関する特別委員会

議会の活動状況
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日付 事業・イベント名 主催者 場　所
12月  2日 人権子ども集会 菊陽町・教育委員会・人権教育推進協議会 菊陽中学校体育館
12月  4日 大相撲菊陽場所　 菊陽町 総合体育館
12月  5日 令和 5 年第 4 回定例会　開会 菊陽町 議場
12月  6日～
　　   8日

令和 5 年第 4 回定例会　一般質問 菊陽町 議場

12月11日
交通混雑緩和・解消特別委員会研修
講師：県企業立地課長元田啓介様

交通混雑緩和・解消特別委員会　 防災センター　全議員対象

12月12日 令和 5 年第 4 回定例会・常任委員会 各常任委員会
12月13日～
　　 14日

公文書押印 議長室

12月15日
令和 5 年第 4 回定例会　 菊陽町 議場
全員協議会 議会 委員会室

12月18日～
　　 19日

公文書押印 議長室

12月20日 菊池広域連合　定例会・全員協議会 菊池広域連合 菊池広域連合　議場

12月21日
熊本都市計画区域マスタープラン検討委員会 熊本県土木部道路都市局都市計画課長 県庁　防災センター
公文書押印 議長室

12月24日 ポップサーカス　来賓観戦 KKT 杉並木公園さんさん
12月27日 年末警戒激励巡視出発式・激励巡視 菊陽町・菊陽町消防団 防災センター研修
12月28日 公文書押印 議長室

日付 事業・イベント名 主催者 場　所
10月30日 議会運営委員会 議会運営委員会 委員会室
11月27日 議会運営委員会 議会運営委員会 委員会室
12月  6日 議会運営委員会 議会運営委員会 委員会室
12月  8日 議会運営委員会 議会運営委員会 委員会室

日付 事業・イベント名 主催者 場　所
12月16日 総務住民生活常任委員会 常任委員会 現地視察

日付 事業・イベント名 主催者 場　所
10月  7日 健康ウォーク（委員長として出席） 社会福祉協議会 杉並木公園さんさん
10月25日 菊陽町健康づくり推進協議会（委員長として出席） 菊陽町健康づくり推進協議会 杉並木公園さんさん
12月26日 菊陽町社会福祉協議会評議員会（委員長として出席） 菊陽町社会福祉協議会評議員会 社会福祉協議会

日付 事業・イベント名 主催者 場　所
11月  1日 農政課会議 ( 委員長として出席） 農政課 防災センター
12月12日 経済産業建設常任委員会現地視察 常任委員会 現地

日付 事業・イベント名 主催者 場　所
10月  3日 広報委員会（９月議会だより１校作成） 広報調査特別委員会 委員会室
10月17日 広報委員会（９月議会だより２校作成） 広報調査特別委員会 委員会室
10月31日 広報委員会（９月議会だより３校作成） 広報調査特別委員会 委員会室
11月  2日 広報委員会（９月議会だより４校作成） 広報調査特別委員会 委員会室
11月  9日 広報委員会（９月議会だより最終校作成） 広報調査特別委員会 委員会室
11月10日 町村議会広報研修会 熊本県町村議会議長会 熊本県町村自治会館

日付 事業・イベント名 主催者 場　所
12月  6日 第４回 特別委員会開催 交通混雑緩和・解消に関する特別委員会 委員会室
12月11日 交通混雑緩和・解消に関する県の取り組み状況説明会 交通混雑緩和・解消に関する特別委員会 防災センター２階災害対策本部室

●議長の公務記録

●議会運営委員会

●総務住民生活常任委員会

●文教厚生常任委員会

●経済産業建設常任委員会

●広報委員会

●交通混雑緩和・解消に関する特別委員会

議会の活動状況二十歳の 声
　20歳となり、人生の新たな章を迎えました。今まで支えてくれた友人や家族
には大きな感謝しかありません。本当にありがとうございます。
　今後は愛情や思いやりを大切にし、周りとの共感を深めることで、私の周りに
いる人を今まで以上に大切にします。
　自分の夢や目標に向かって進む中で、達成感や挫折といった経験を通して、内
面の成長もしていきたいです。
　これからの10年は自分を知り、自らの原点を見つめ直す成長の時期と捉え、
様々な可能性を追求していきます。
　これからも菊陽町が素敵な町であり続けますように。

　今年度、菊陽町二十歳の成人式に参加された方に抱負や菊陽町に対
する思いなどを聞いてみました。

増田 彩希

　私はたくさんの人に支えられて生きてきました。家族、先生、友人たち
のおかげで成人式を迎えることができました。今まで支えてくれた人に感
謝していきたいです。私にとって菊陽町で出会った人々は宝物です。これ
からは私が支える立場です。お世話になった家族、友人に恩返ししていき
たいです。

別府 真之介別府 真之介

　今回の成人式は大変多くの方々のお力添えがあってのものだと思います。
本当に感謝の気持ちでいっぱいです。
　抱負としては、これまでの人生数え切れない人から恩をもらい今の自分が
います。これからの人生は受け取った恩を次の世代の人たちに与えていく立
場になって愛される大人になっていきたいです。

森　 太哉森　 太哉

　今まで支えてきてくれた家族や友人のおかげで、成人の日を迎えられたこ
とをとても嬉しく思います。
　今日の式典を通して自分がたくさんの人に助けられながら過ごしてきたこ
とを改めて感じることが出来ました。いつも励まして支えてくれた家族やど
んな時でも隣にいてくれた友達、小さなころから温かく見守ってくださった
地域の皆様には、感謝の気持ちでいっぱいです。
　これからも周りへの感謝の気持ちを忘れずに自分の夢に向かって精一杯頑
張りたいと思います。

松村　 華松村　 華
まつ むら　　　  はなまつ むら　　　  はな

もり　　　  だい   やもり　　　  だい   や

べっ   ぷ     しん   の   すけべっ   ぷ     しん   の   すけ

ます   だ　    みさき
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文化財功労者表彰を受ける前田さん

西園寺随宜の墓

鉄砲小路の諸御用日記等 

町の歴史を継承する

文化財の保存、活用の道

Ｔｅａ Ｔｉｍｅちょっと ひといき
てぃー たいむ

文化財保護委員　前田千佳子

令和５年度熊本県文化財功労者表彰
　町文化財保護委員の前田千佳子さんはこれまで古文書講座、
文化財ボランティアガイド養成講座、歴史講座などの講師とし
て活動されるなど、町の文化財の保存、歴史の継承に尽力され
ていることに対し、表彰されたものです。表彰を受けた、前田
さんにメッセージを寄稿していただきました。

　昭和53年に文化財保護委員会が発足して46年になり、現在19件の町指定文化財が
あります。「馬場楠の獅子舞」が津森神宮お法使祭の構成要素として平成30年に、
「馬場楠井手の鼻ぐり」は平成31年に県指定文化財となりました。町、県指定文化
財が今の姿を保つのは、先人の方々のたゆみない努力があったからだと思います。
　文化財は、町の歴史を物語る貴重な財産だと思います。政治家で文部相や外務
相、首相を務めた西園寺公望（1849～1940）の先祖で、西園寺家第25代当主の随
宜（1625～1670）が、どうして古閑原に眠っているのでしょうか？八ヶ所地筒と
言えば、その一ヶ所が寛永12（1635）年に創設された「鉄砲小路」です。その歴
史を知る手がかりとして、「諸御用日記」があります。
　そうした、町の歴史につながる文化財を守り、保存していく上で、地元の方々にお
願いするだけでよいのでしょうか？行政や文化財保護委員の力だけでは限りがありま
す。旧村の方々は勿論、新しく菊陽町民になられた方々と共に歴史や文化財について
の学びの場が必要です。その上で保存活用していくことが大切だと思います。
　また、未指定の文化財も、地元の方々にとっては大事な歴史遺産であることも、
私たちは忘れてはならないと思います。
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